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　５月27日から29日まで旧小学校単位及び全域を対象に「新庁舎建設計画の見直しについて」
住民説明会を開催し、平日の夜や土日の休みにも関わらず、延べ310人の住民の皆さんにご参加
いただきました。　
　説明会では、松本村長から「現在、庁舎建設については、基本設計の策定作業を進めている
ところですが、基本設計を進める過程で、想定していなかった課題などが発生するなど、当初、
予定していた事業費を大幅に上回る可能性が出てきました。また、住民の皆さんからもくすの
きホールを取り壊すことに対するご意見やアクセス問題などに対するご意見もいただいています。
　このような状況の中、私として現計画案のままでは、今後の財政運営への影響が懸念される
ことから、現在進めている基本設計の作業を一旦中断し、住民の皆さんにもご意見をいただき
ながら経費抑制や建設場所も含めた計画の見直しを早期に進めていきたいと考えおり、最終的
には住民アンケートを実施し、その結果を踏まえ決定していきたい。」と説明しました。
　今後、住民説明会での意見などを踏まえ、新庁舎建設に向け取り組んでいきますので、皆さ
んのご理解・ご協力をお願いします。

【住民説明会参加者数】
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月　日 旧小学校区 場　　　所 延べ参加人数
５月27日（金） 小 吹 台 小 学 校 千早小吹台小学校体育館 115人

５月28日（土）
赤 阪 小 学 校 くすのきホール２階会議室 　　　53人
多 聞 小 学 校 千早老人憩いの家 　　　38人

５月29日（日）
千 早 小 学 校 旧千早小学校体育館 　　　27人
全 域 くすのきホール２階会議室 　　　77人

合　　　計 　　310人

特集③村民の生命と暮らしを守る　新庁舎をめざして

「新庁舎建設計画の見直しについて」
住民説明会を行いました
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民
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明
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の
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○現在の新庁舎建設基本設計（たたき案）　※基本設計はまだ完成していません。
　•�くすのきホールおよび郷土資料館を取り壊し、その跡地にくすのきホールおよび郷土資料館機能
を付加した新庁舎（複合施設）を建設

　•いきいきサロンくすのきと保健センターの機能を入れ替えて役場機能を集約
○基本設計を策定する過程で、次の主な課題が判明
　【主な課題】
　　•既設擁壁のやり替え（都市計画法による開発基準不適格）
　　•排水処理機能の確保（処理不可能な場合、排水処理の整備が必要）
　　•アクセス道路の検討（既設村道の改修検討や新設村道のルート検討）
　　•事業費増大による財政運営への懸念（事業費概算約29億円≒１年間の村予算に相当）
　　•くすのきホールや郷土資料館取壊しに対する住民理解（「もったいない」との意見など）

⬇

　現在の基本設計（たたき案）における事業費が予想以上に増大する見込みであり財政運営への影響
が大きく、また、くすのきホールなどの取壊しに対する多くの意見があることから、現在の基本設計
の作業を一旦中断し、再検討を進めます。基本的な再検討の村の考え方は次のとおりです。

計画見直し
庁舎建設以外の政策も考慮すれば、現基本設計（たたき案）のままでは、
将来的な財政運営への影響が懸念されることから基本設計作業を一旦
中断し、再検討します。

村の考え① 事業費を抑制することから既存施設（くすのきホールなど）を有効活
用します。※取り壊しは行いません。

村の考え② 将来の住民サービスに影響を与えない、コンパクトな新庁舎とします。
目安として基金（貯金）の範囲内（Ｈ27決算見込み約15億円）とします。

「新庁舎建設計画の見直し」の村の考え方（趣旨）
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１．新庁舎建設計画見直しの経緯

２．新庁舎建設の再検討の方針（案）
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２．新庁舎建設基本計画などの概要

①新庁舎建設基本計画

②基本計画に基づく新庁舎建設にかかる既存施設の利活用方針

平成25年10月　　　住民参画による庁舎建設検討委員会を設置
平成25年11月　　　第１回～第６回庁舎建設検討委員会を開催
　　　　　　　　　　•新庁舎建設基本計画（案）を検討
平成27年２月　　　新庁舎建設基本計画（案）のパブリックコメントを実施
　　　　　　　　　　•意見募集期間　２月27日～３月13日、意見数　20件
　　　　２月　　　第７回検討委員会を開催
　　　　　　　　　　•新庁舎建設基本計画（案）について、村長に答申
　　　　３月　　　新庁舎建設基本計画を策定
　　　　９月　　　新庁舎建設基本設計・実施設計等業務の公募型プロポーザルの設計者を選定　　
　　　　10月　　　新庁舎建設基本設計・実施設計等業務委託の契約締結
　　　　11月　　　新庁舎建設基本設計策定業務を開始

１．これまでの経緯

～「新庁舎建設計画の見直しについて」住民説明会資料①～

新庁舎の必要性 「災害時の防災拠点として整備」「ワンストップ窓口による住民サービスの向上」「誰
もが利用しやすい庁舎の実現」「むらづくりの拠点」

面 積 規 模 上限　約3,000㎡

敷 地 規 模 上限　約5,000㎡

新 庁 舎 の 位 置 「防災上危険区域外で災害時に活動スペースがある」「むらづくりの発展が期待できる」
⇒くすのきホール周辺が望ましい

概 算 事 業 費
（試　　算） 約10億円

くすのきホール⇒�取り壊し・新庁舎建設、新庁舎
に代替機能

郷土資料館　　⇒取り壊し、新庁舎に代替機能
いきいきサロン⇒保健センターに転用
保健センター　⇒いきいきサロンに転用
道の駅　　　　⇒移転を含め検討
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•くすのきホール及び郷土資料館を取り壊し、跡地に新庁舎を建設
•いきいきサロンくすのきと保健センターの機能を入れ替えて役場機能を一つに集約
　※しかし、より具体的な検討を進めていく過程で、次の課題などの整理が必要

３．新庁舎建設の現状と今後の進め方（案）

①現在の基本設計（たたき案）

【主な課題など】
　•既設擁壁のやり替え（開発基準不適格）
　•排水処理機能の確保（処理不可能の場合、排水処理の整備が必要）
　•アクセス道路の検討（既設村道の改修検討や新設村道のルート検討）
　•財政運営への影響　　　•くすのきホールの取壊しに対する住民理解　など

⬇
★ 庁舎以外の政策を考慮し、将来的な財政運営が可能かどうか、再検討が必要なため基本設計作業を中断

将来の住民サービスに影響を与えない、コンパクトで創意工夫を凝らした新庁舎を再検討
②今後の進め方

４．新庁舎建設の再検討の方向性（案）

代替案① 代替案②
くすのきホールを改修し、
新庁舎に転用 現庁舎の位置で建替え

•図書室などを庁舎に改修

•�いきいきサロンくすの
き及び保健センターは
そのまま存置

•�郷土資料館を取り壊し
し、議会、図書室およ
び会議室棟を新設

•�くすのきホールはその
まま存置、ただし教育
課を新庁舎に移転

•�いきいきサロンくすの
き及び保健センターは
そのまま存置

•�郷土資料館はそのまま
存置

•�現庁舎別館はそのまま存
置（倉庫に利活用など）

危険区域外 危険区域内（急傾斜地崩
壊危険区域内）

一部役場機能の集約が困
難（総合窓口部署を新設
し対応）

一部役場機能の集約が困
難（総合窓口部署を新設
し対応）

アクセスが悪い アクセスが良い
くすのきホール 現庁舎
約1,700㎡ 約2,100㎡
•�既存施設を有効活用し、
面積を縮小

•�既存施設の取り壊し経
費の削減

•�既存施設を有効活用し、
面積を縮小

•�既存施設の取り壊し経
費、既設擁壁のやり替
え経費、アクセス道路
整備費などの削減

約14億円 約15億円

項目 現計画案

方 向 性
くすのきホールおよび郷
土資料館を取り壊し、新
庁舎を建設（複合施設）

配 置 計 画

•�くすのきホールおよび
郷土資料館を取り壊し、
跡地に新庁舎を建設

•�いきいきサロンくすの
きと保健センターの機
能入替え

整
備
の
目
的

防災拠点の整備 危険区域外

役場機能の集約 すべての役場機能を集約

住民の利便性の向上 アクセスが悪い
建 設 場 所 くすのきホール
庁 舎 規 模 約3,500㎡

経 費 抑 制

•�くすのきホールおよび
資料館代替え機能経費
　（約２億円）
　建設費高騰増加分
　（約６億円）
　既存施設の取り壊し経費
　（約１億４千万円）
　�既存擁壁のやり替え経費
　（約７千万円）
　アクセス道路整備経費
　（約６億円）
　土地購入経費
　（約７千万円）
　その他経費など
　（約１億７千万円）

想定される事業費
（粗い試算） 約29億円

➡
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これまでの基金（貯金）・地方債（借金）の状況

～「新庁舎建設計画の見直しについて」住民説明会資料②～
今後の本村の財政収支シミュレーション（財政収支の見通し）について（粗い試算）

　地方分権が進み、自律した行政運営が必要とされる中、数十年に一度の大規模な経費がかかる新庁舎の建設は、
住民サービスの低下を招かないように計画的に進めていくことが必要です。新庁舎の建設に伴い、将来の本村の財
政事情がどうなるのかを試算（数字はあくまでも目安）しました。

•�本村の貯金である基金の状況については、収支状況が悪化していた平成17年度に１億１百万円という危機的
な状況から、住民の皆さんに協力をいただきながら行財政改革を推進した結果、基金の残高は増加に転じ、
平成26年度末時点で13億７千４百
万円まで積み立てることができました。
•�一方、本村の借金である地方債の
残高については、くすのきホール
や給食センター建設時の地方債の
返済が終了したことや、新たな地
方債の発行を抑制してきた結果、
年々減少傾向にありましたが、小・
中学校の耐震補強工事等により、
新たな地方債の発行が必要となっ
たことから、地方債残高について
は横ばいで推移しています。

財政収支見通し

【収入面】
•本村の収入の大半を占めている『村税』と『地方交付税』が今後どうなるかが重要となります。
•本村の自らの収入源である村税は、今後さらなる人口の減少により税収は減り続ける見込みです。
•�国から交付される地方交付税も、人口が額を決める重要な要素となることから、人口が減少している本村は、
基本的な交付税額は減少する見込みです。しかし、本村は平成26年度に過疎地域となったことで、過疎対策
の取り組みに対する財政措置があることから、今後、地方交付税はトータルとしては増加する見込みです。

【支出面】
•行政サービスを維持するための経常的な経費は、今後も概ね同じ水準で推移する見込みです。
•�しかし、経常的な経費とは別に、臨時的な経費として、平成29・30年度に新庁舎建設で多額の費用が発生す
ることから、村の貯金である基金の取り崩しが避けられない状況となります。
•�また、平成26年度から過疎対策（道路整備、幼稚園・小学校の空調整備、給食センターの改修など多数）と
して発行した地方債（借
金）の返済が平成31年
度から本格的に始まり、
これに新庁舎建設の地
方債の発行が加わるこ
とから、将来にかけて
支出が膨らむ構造とな
り、財政的に厳しい状
況となります。

これまで（貯金）と地方債（借金）の状況（表１）

財政収支見通し（表２）
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実質公債費比率の推移（表３）

将来負担比率の推移（表４）

実質公債費比率の推移

将来負担比率の推移

•実質公債費比率とは、自治体の収入に対する負債（借金）返済の割合のことです。
•�本村の実質公債費比率を推計すると、平成26年度から実施している過疎対策事業と平成29年度・30年度に予
定している新庁舎建設の地方債（借金）の返済が影響し、将来に向かって増加（悪化）していく見込みです。

•�健全な財政とされている基準としては、実質公債費比率が18％を超えた場合、地方債を発行する（借金する）
ためには知事の許可が必要である団体（起債許可団体）となります。
•�新庁舎建設の現行案では平成35年度に起債（地方債）許可団体の基準である18％を超えることから地方債

の発行（借金）の抑制が必要です。

•�将来負担比率とは、自治体が将来負担する必要がある実質的な借金額が、その自治体にとってどれだけ重み
のある借金なのかを見るための割合を示したものです。
•�例えば、200％の将来負担比率とはどの程度か簡単に説明しますと、その自治体の２年分の収入をすべて借
金返済にまわさなければ、今背負っている借金を完済することができない状況を言います。
•�本村の将来負担比率については、新庁舎建設に伴う基金（貯金）の減少や地方債（借金）残高の増加により、

将来的に増加（悪化）していく見込みです。
•�実質公債費比率と同様に、健全な財政とする基準があり、将来負担比率の基準については350％とされてい
ます。
•�現行案を含むいずれの新庁舎建設案も基準内ではあるものの、大阪府内の市町村の平均は62.3％（26年度決
算ベース）であることから、実質公債費比率と同様に地方債の発行（借金）の抑制が必要と言えます。
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Ｐ
３
か
ら
の
続
き

Ｑ 

．
現
庁
舎
は
、
建
替
え
が
必
要
と
い
う

こ
と
は
理
解
で
き
る
。
し
か
し
、
住
民

の
利
便
性
が
全
く
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。

Ａ�

．基
本
計
画
で
は
、庁
舎
建
設
に
つ
い
て
、

防
災
面
に
お
い
て
危
険
区
域
外
に
あ
り
、

ま
た
将
来
的
に
発
展
の
可
能
性
が
期
待

で
き
る
く
す
の
き
ホ
ー
ル
周
辺
が
望
ま

し
い
と
の
考
え
の
も
と
進
め
て
き
ま
し

た
。
ま
た
ア
ク
セ
ス
道
路
は
大
き
な
課

題
で
あ
る
こ
と
か
ら
新
設
道
路
を
建
設

す
る
と
い
う
こ
と
で
検
討
し
ま
し
た
が
、

道
路
整
備
費
を
含
め
全
体
事
業
費
が
大

き
く
膨
ら
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
今
回

の
説
明
会
で
は
建
設
場
所
も
含
め
見
直

す
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
住
民
の
皆

さ
ん
の
利
便
性
も
十
分
検
討
し
、
ま
た

ご
意
見
も
十
分
踏
ま
え
な
が
ら
進
め
て

い
き
ま
す
。

Ｑ 

．
見
直
し
案
に
つ
い
て
は
、
最
終
的
に

住
民
投
票
で
決
め
て
ほ
し
い
。

Ａ�

．
今
回
の
住
民
説
明
会
な
ど
を
通
じ
て

住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
集
約
し
、

最
終
的
に
15
歳
以
上
を
対
象
に
住
民
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
踏

ま
え
、
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ 

．
代
替
案
②
が
よ
い
。
依
存
財
源
で
あ

る
村
の
財
政
を
考
え
れ
ば
、
あ
ま
り
費

用
の
か
か
ら
な
い
、
ま
た
利
便
性
を
考

慮
し
、村
の
誇
れ
る
庁
舎
に
し
て
ほ
し
い
。

Ａ�

．
庁
舎
建
設
に
よ
っ
て
住
民
サ
ー
ビ
ス

が
低
下
し
た
り
負
担
が
増
え
る
こ
と
は

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。
住
民

サ
ー
ビ
ス
へ
影
響
を
与
え
な
い
、
コ
ン

パ
ク
ト
で
経
費
を
抑
制
し
た
庁
舎
建
設

を
検
討
し
ま
す
。

Ｑ 

．
住
民
が
心
配
し
て
い
る
の
は
、
い
っ

た
い
事
業
費
を
い
く
ら
に
し
た
ら
よ
い

の
か
だ
と
思
う
。
今
回
見
直
し
を
進
め

る
な
ら
住
民
の
皆
さ
ん
が
事
業
費
な
ど

判
断
で
き
る
資
料
を
示
し
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
人
口
が
減
少
す
る
と
い
う
が
、

今
後
何
人
に
な
る
の
か
、
税
収
は
い
く

ら
に
な
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
の
か
、

30
年
後
の
見
通
し
を
示
し
て
ほ
し
い
。

Ａ�

．
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
流
動
的

な
要
素
を
多
く
含
ん
で
い
ま
す
。
よ
っ

て
毎
年
見
直
す
必
要
が
あ
り
、
特
に
長

期
的
な
見
通
し
は
難
し
い
側
面
が
あ
り

ま
す
。
今
後
、
見
直
し
を
進
め
て
い
く

中
で
、
事
業
費
も
含
め
十
分
精
査
し
、

可
能
な
限
り
長
期
的
な
視
点
で
検
討
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

Ｑ 

．
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、

起
債
（
借
金
）
が
増
加
し
て
い
く
見
通

し
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
場
合
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
は
維
持
で
き
る
の
か
。

Ａ�

．
資
料
の
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

は
現
計
画
案
（
事
業
費
約
29
億
円
）
の

ま
ま
進
め
た
場
合
の
見
通
し
で
あ
り
、

今
後
の
見
直
し
に
よ
り
大
き
く
変
わ
り

ま
す
。
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
影
響
を
与
え

な
い
よ
う
、
十
分
精
査
し
た
上
で
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ 

．
庁
舎
建
設
に
あ
た
り
国
な
ど
か
ら
援

助
は
あ
る
の
か
。

Ａ
．
財
政
的
な
支
援
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ 

．
代
替
案
②
の
現
庁
舎
は
、
急
傾
斜
地

崩
壊
危
険
区
域
内
と
い
う
こ
と
で
あ
る

が
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
今
後
高
い

確
率
で
発
生
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
中

で
、
災
害
拠
点
で
あ
る
庁
舎
が
倒
壊
や

土
砂
な
ど
で
崩
壊
す
る
こ
と
が
な
い
よ

う
に
し
て
ほ
し
い
。

Ａ�

．
直
下
型
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
直

撃
す
れ
ば
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
も
大

き
な
被
害
を
受
け
る
こ
と
は
避
け
ら
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
減
災
対
策
（
災
害

の
被
害
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る
対

策
を
講
じ
る
こ
と
）
に
つ
い
て
は
、
可

能
な
限
り
講
じ
て
い
き
ま
す
。

【
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
代
替
案
】

★ 
村
民
運
動
場
に
庁
舎
を
建
設
し
て
は
ど

う
か
。
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
も
あ
り
、

庁
舎
や
そ
の
他
施
設
を
集
約
す
る
こ
と

も
可
能
で
は
な
い
か
。

★ 

保
健
セ
ン
タ
ー
を
庁
舎
に
転
用
し
、
保

健
セ
ン
タ
ー
を
く
す
の
き
ホ
ー
ル
に
移

設
し
て
は
ど
う
か
。

★ 

現
在
小
学
校
が
二
校
あ
る
が
、
今
後
児

童
数
が
減
少
す
る
中
、
一
校
に
統
合
し
、

そ
の
跡
地
に
庁
舎
建
設
と
い
う
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

★ 

庁
舎
建
設
場
所
と
し
て
現
在
の
消
防
署

の
千
早
赤
阪
分
署
付
近
は
ど
う
か
。

★ 

村
有
地
を
基
本
と
す
る
な
ら
富
田
林
高

校
分
校
跡
地
も
考
え
ら
れ
な
い
か
。

★ 

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
際
に
は

代
替
案
②
を
基
本
に
庁
舎
面
積
を
現
在

の
庁
舎
規
模
の
約
１
６
０
０
㎡
に
し
た

も
の
を
追
加
し
て
ほ
し
い
。

　

そ
の
ほ
か
、
た
く
さ
ん
の
ご
意
見
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
こ
れ
ら
意
見
や
意
見
提
出
用
紙
な

ど
の
ご
意
見
も
踏
ま
え
て
、
見
直
し
を
進

め
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
・
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課

▲５月29日、くすのきホール２階会議室

住
民
説
明
会
で
の

主
な
意
見
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第
24
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

投
票
日
時

７
月
10
日（
日
）
午
前
７
時
～
午
後
８
時

投
票
で
き
る
人

　

投
票
日
に
お
い
て
満
18
歳
以
上
で
あ
り
、

３
か
月
以
上
引
き
続
き
千
早
赤
阪
村
の
住
民

基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。
た

だ
し
、
最
近
住
所
を
移
さ
れ
た
人
は
、
投
票

場
所
が
村
外
で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
選
挙
管
理
委
員
会
に
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

投
票
所
入
場
券

　

あ
ら
か
じ
め
有
権
者
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、

投
票
の
と
き
に
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

万
一
、投
票
所
入
場
券
が
届
か
な
か
っ
た
り
、

紛
失
し
た
場
合
で
も
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録

が
あ
り
選
挙
権
の
あ
る
人
は
投
票
で
き
ま
す

の
で
、
投
票
所
の
係
員
に
そ
の
こ
と
を
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

投
票
所

　

投
票
所
は
、投
票
所
入
場
券
の
「
投
票
所
」

の
欄
に
記
載
さ
れ
て
い
る
場
所
で
す
。

　

な
お
、
村
内
で
転
居
さ
れ
た
場
合
は
、
転

居
の
時
期
に
よ
り
、
前
住
所
地
の
投
票
所
で

投
票
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

手
話
通
訳

　

投
票
日
に
投
票
所
で
手
話
通
訳
者
の
派
遣

を
希
望
す
る
人
は
、
事
前
に
選
挙
管
理
委
員

会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

点
字
投
票

　

点
字
に
よ
っ
て
投
票
す
る
人
は
、
投
票
所

の
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

代
理
投
票

　

病
気
や
ケ
ガ
な
ど
何
か
の
理
由
で
文
字
の

書
け
な
い
人
は
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
投
票

所
の
係
員
が
あ
な
た
の
指
示
す
る
候
補
者
を

正
し
く
記
入
し
ま
す
。

不
在
者
投
票

　

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
で
、
一
定
の
要
件

を
満
た
す
人
、
介
護
保
険
法
上
の
要
介
護
者

で
、
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
に
要
介
護
状

態
区
分
が
「
要
介
護
５
」
と
記
載
さ
れ
て
い

る
人
は
「
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
」
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
投
票
用
紙
な
ど
の

請
求
は
選
挙
期
日
前
４
日
ま
で
に
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
病
院
に
入
院
中
の
人
や
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
に
入
所
中
の
人
に
つ
い
て
は
、

不
在
者
投
票
の
で
き
る
指
定
施
設
で
あ
れ
ば
、

そ
の
施
設
で
投
票
が
で
き
ま
す
。
投
票
を
行

う
こ
と
を
そ
の
病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票

　

投
票
日
に
、
次
の
よ
う
な
理
由
に
該
当
す

る
と
見
込
ま
れ
る
人
は
、
期
日
前
投
票
が
で

き
ま
す
。

⑴
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
予
定
が
あ
る
人

⑵�

レ
ジ
ャ
ー
や
買
物
な
ど
で
、
投
票
日
に
投

票
区
内
に
い
な
い
人

⑶�

病
気
や
ケ
ガ
、
妊
娠
な
ど
の
理
由
で
歩
け

な
い
人

※�

投
票
日
に
は
18
歳
に
な
る
が
、
投
票
日
前

に
お
い
て
は
未
だ
17
歳
で
あ
り
選
挙
権
を

有
し
な
い
人
な
ど
は
期
日
前
投
票
を
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
不
在
者
投
票
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
の
期
間

　

６
月
23
日（
木
）～
７
月
９
日（
土
）

■
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
の
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

■
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
の
場
所

　

千
早
赤
阪
村
役
場
１
階

　

期
日
前
投
票
所
・
不
在
者
投
票
所

そ
の
他

　

介
助
な
ど
お
手
伝
い
が
必
要
な
と
き
は
、

投
票
所
の
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

選
挙
制
度
の
改
正

　

こ
の
度
の
選
挙
か
ら
、
選
挙
権
年
齢
が
従

来
の
「
20
歳
以
上
」
か
ら
「
18
歳
以
上
」
に

引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
少
子
高
齢
化
が
進
行
し
、
有
権

者
に
占
め
る
高
齢
化
の
割
合
が
上
昇
す
る
中

で
、
選
挙
権
年
齢
を
引
き
下
げ
、
若
者
の
意

見
や
考
え
を
政
治
に
届
き
や
す
く
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
若
者
の
政
治
参
加
を
期
待
す
る

も
の
で
す
。
本
村
で
は
、
約
百
人
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

　

総
務
省
で
は
、
選
挙
権
年
齢
の
引
き
下
げ

に
つ
い
て
「
18
歳
選
挙
」
と
し
て
特
設
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

（http://w
w
w
.soum

u.go.jp/18senkyo/
index.htm

l
）

《
問
い
合
わ
せ
》

　

大
阪
府
選
挙
管
理
委
員
会

　

☎
06（
６
９
４
１
）０
３
５
１

　

村
選
挙
管
理
委
員
会　

☎
�
０
０
８
１

　

よ
り
開
か
れ
た
村
政
を
実
現
す
る
た

め
、
村
が
保
有
し
て
い
る
情
報
を
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
る「
情
報
公
開
制
度
」

と
自
分
自
身
の
個
人
情
報
が
ど
の
よ
う

に
記
録
さ
れ
て
い
る
か
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る｢

個
人
情
報
保
護
制
度｣

を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
28
年
３
月
31
日
ま
で
の
運
用
状
況

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

情
報
公
開
制
度

個
人
情
報
保
護
制
度

　〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課

４ ３ ２ １
投
票
区

千
早
小
吹
台
小

学
校
体
育
館

千
早
老
人
憩
い

の
家

旧
千
早
小
学
校

体
育
館

く
す
の
き
ホ
ー
ル

投
票
所

小
吹
68
番
地
の

７
８
０

千
早
２
４
０
番
地

東
阪
３
８
８
番
地

水
分
２
６
３
番
地

所
在
地

請求の状況
請求（申出）者 １人

請求（申出）件数 １件

公開の状況

全部公開 １件

部分公開 ０件

非公開 ０件

不存在 ０件

取り下げ ０件

請求の状況
請求（申出）者 ０人

請求（申出）件数 ０件

公開の状況

全部開示 ０件

部分開示 ０件

非開示 ０件

不存在 ０件

取り下げ ０件

情
報
公
開
・
個
人
情
報

保
護
制
度
の
運
用
状
況
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　千早赤阪村は昭和31年９月30日、千早村と赤阪村が合併し、平成28年９月30日に千早赤阪村制施行60
周年の節目を迎えます。
　本村では、村民の皆さんとともに60周年を祝うため、記念事業を実施します。

　千早赤阪村制施行60周年をＰＲするために、千早赤阪村制施行60周年記念ロゴマークを作成しました。
　本村の自然豊かな環境を後世に引き継いでいけるよう「切り株」と「くすのきの葉」で「60」を表現しています。

　千早赤阪村制施行60周年記念村民企画事業を募集した結果、下記の６団体が実施する記念事業を採用しました。
　皆さんご参加していただき、一緒に60周年をお祝いし、盛り上げましょう。

　事業内容や時期などにつきましては、現在の予定であり、変更などが生じる場合があります。
　詳しくは右記問い合わせまで。	 〈問い合わせ〉まちづくり課

事業名 内容 場所 時期

未来レター2016→2026
～時を越えて、届けっ！		
　　　　　　この想い～

10年後にメッセージを送りたい人への
はがきを募集します。10年間村役場で
保管し、10年後の村制施行70周年時に
送付します。

くすのきホール、小吹台連絡
所、くすのきホール図書室で
配布および投函

平成28年７月１日（金）～平成
28年12月28日（水）

事業名 団体名 内容 場所 時期

村制施行60周年記念事業
下東阪地区みんなで育て
る四季の花事業

下東阪壮年会
地区内に60を形取った
花壇などで村制施行60
周年を祝う。

下東阪地区内 平成28年６月１日（水）～
平成29年３月31日（金）【予定】

村制施行60周年記念事業
地区伝統保存大太鼓と盆
踊り大会継承事業

千早地区盆踊り保存会 村制施行60周年をお祝い
した盆踊り大会の実施 千早公民館前 平成28年８月14日（日）【予定】

福祉のつどいおよび村制
60周年記念講演 千早赤阪村社会福祉協議会 記念講演などを開催。 くすのきホール 平成28年９月４日（日）【予定】

村の還暦の集い 村制60周年記念事業実行
委員会（千早・多聞校区）

大阪府警察音楽隊による
演奏会およびパネルディ
スカッションを開催。

くすのきホール 平成28年９月11日（日）【予定】

村制60周年記念
カラオケ大会

村制60周年記念カラオケ
大会実行委員会

カラオケ大会を実施。応
募者多数の場合は公開抽
選をします。

くすのきホール 平成28年11月5日（土）【予定】

千早赤阪村60周年記念
地車曳行

千早赤阪村合併60周年記
念地車曳行実行委員会

村内６地区が所有する地
車でパレードを実施。

くすのきホール
～役場 平成29年３月19日（日）【予定】

ロゴマークの利用について
　ロゴマークは、千早赤阪村だけでなく、個人や企業の人もご利用いただけるも
のとなっていますので、ぜひご利用いただき、千早赤阪村のPRにご協力ください。
　ご利用いただく際は、申請書の提出が必要となります。
　詳しくは下記問い合わせまで。

606060千早赤阪村制施行 周年記念事業千早赤阪村制施行 周年記念事業

千早赤阪村制施行60周年記念ロゴマーク

千早赤阪村制施行60周年記念事業
　千早赤阪村制施行60周年を記念した事業を実施します。
　事業につきましては、決定次第、広報や村ホームページなどに掲載します。

千早赤阪村制施行60周年記念村民企画事業
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　村では、平成26年度に地域公共交通協議会を設け、公共交通の活性化と村民の皆さんにとって利便性が
高く、効率的な公共交通体系づくりを目指して、検討を重ねてきました。
　８月から４か月間、公共交通の実証運行を実施し、実際の利用者やニーズ、問題点などを把握、検証します。
　村民の皆さんにはぜひ実証運行をご利用ください。また利用状況の確認のため実施するアンケート調査
へもご協力をお願いします。

●実証運行期間
◦８月１日（月）～11月30日（水）
◦午前９時から午後５時まで、平日のみ運行
●運行ルート・時刻表
◦	定路線方式：毎時00分にいきいきサロンやまゆり、毎時30分にオークワ（河南町）を出発します。
　	いきいきサロンやまゆり⇔東阪（旧 JA前）⇔B&G海洋センター⇔桐山広域農道口⇔二河原辺消防車
庫前⇔いきいきサロンくすのき⇔保健センター⇔森屋⇔オークワ（河南町）
◦	デマンド（予約）方式：各地区の停留所と「いきいきサロンやまゆり」、「いきいきサロンくすのき」、「保
健センター」、「森屋」の間を運行します。事前に電話予約をしてご利用ください。

※運行内容や予約方法など、詳しくは同時配布のチラシをご覧ください。

●利用料金
　無料
●ご利用上の注意
◦未就学児や１人で乗降が困難な人は、同伴者が必要です。
◦定員を超えると乗車できません。
◦発着時間は道路交通事情などによって遅れる場合があります。
◦台風、降雨、地震など悪天候の際は運行を見合わせる場合があります。
◦	実証運行は、村社会福祉協議会に運行委託します。実証運行期間中は「いきいきサロン送迎事業」は一
時休止します。

〈問い合わせ〉◦まちづくり課（公共交通に関すること）
◦村社会福祉協議会（デマンド予約　受付専用）☎�7622

森屋消防車庫前
自休村センター下防火水槽前
森屋
いきいきサロンくすのき
水分神社臨時駐車場前
JA大阪南赤阪支店
グロワール前
保健センター
川野辺老人憩いの家
桐山老人憩いの家
吉年老人憩いの家
中津原老人憩いの家
浄照寺

中津橋
千早銘木前
東ノ尾農道
下東阪老人憩いの家
上東阪消防車庫前
小吹老人憩いの家
西恩寺
小吹ロ組集会所
小吹地蔵さん
いきいきサロンやまゆり
千早老人憩いの家
福助食堂前

いきいきサロンやまゆり

いきいきサロンくすのき

保健センター

森屋
⬅➡

８月１日から11月30日まで
公共交通の実証運行を
実施します！！

•

村
国
保
診
療
所　

水
分
１
９
５-

１
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
�
０
０
３
８　

午
前
診
（
月
）～（
金
）
午
前
９
時
～
正
午　

午
後
診
（
火
・
金
）
午
後
４
時
30
分
～
６
時
30
分

•

村
国
保
千
早
診
療
所　

千
早
１
８
４-

１　

☎
�
０
２
４
０　

午
後
診
（
火
・
金
）
午
後
２
時
～
４
時

村
国
保
診
療
所
の
診
療
時
間
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○
国
民
健
康
保
険
料

　

保
険
料
額
決
定
通
知
書
は
、
４
月
に

行
っ
た
仮
決
定
の
国
民
健
康
保
険
料
の
額

（
普
通
徴
収
は
４
～
６
月
分
、
特
別
徴
収

の
人
は
４
・
６
・
８
月
分
）
を
差
し
引
い
た

額
を
残
り
の
納
付
月
に
分
割
し
た
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

•

65
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

　

て
い
る
世
帯
主
の
人
へ

　

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
る
世

帯
主
の
介
護
保
険
料
が
特
別
徴
収
で
、
同

一
世
帯
内
の
被
保
険
者
全
員
が
65
歳
か
ら

74
歳
の
場
合
は
、
世
帯
主
の
年
金
か
ら
特

別
徴
収
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
年
度
内
に
世
帯
主
が
75
歳
に

な
る
人
や
、
国
民
健
康
保
険
料
と
介
護
保

険
料
の
合
計
額
が
年
金
額
の
２
分
の
１
を

超
え
る
人
な
ど
は
、
普
通
徴
収
に
な
り
ま

す
。

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　

年
金
を
年
額
18
万
円
以
上
受
給
し
て
い

る
人
は
、原
則
特
別
徴
収
で
す
。
た
だ
し
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
と
介
護
保
険
料

の
合
計
額
が
年
金
額
の
２
分
の
１
を
超
え

る
人
な
ど
は
普
通
徴
収
に
な
り
ま
す
。

　

特
別
徴
収
の
人
の
保
険
料
額
決
定
通
知

書
は
、
４
月
に
行
っ
た
仮
決
定
の
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
の
額（
４
・
６
・
８
月
分
）

を
差
し
引
い
た
額
を
残
り
の
納
付
月
に
分

割
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

•

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
普
通
徴
収

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
普
通
徴
収

は
、
４
～
６
月
の
納
付
月
が
な
い
た
め
、

１
年
間
の
保
険
料
を
７
月
か
ら
翌
年
３
月

ま
で
の
９
回
に
分
割
し
て
い
ま
す
。

○�

国
民
健
康
保
険
料
ま
た
は
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
を
特
別
徴
収（
年
金
か
ら

引
き
落
と
し
）で
納
め
て
い
る
人
へ

　

国
民
健
康
保
険
料
ま
た
は
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
を
「
特
別
徴
収
」
で
納
め
て

い
る
人
は
、
保
険
料
の
納
付
方
法
を
「
口

座
振
替
」に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

手
続
き
方
法
な
ど
詳
し
く
は
住
民
課
ま

で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※�

納
付
方
法
の
変
更
を
希
望
し
な
い
場
合

は
、
特
に
手
続
き
を
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

○
介
護
保
険
料

　

65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料
は
、
前

年
中
の
所
得
や
世
帯
の
住
民
税
課
税
状
況

な
ど
に
応
じ
て
、12
段
階
に
分
か
れ
ま
す
。

　

保
険
料
額
決
定
通
知
書
は
、
今
回
決
定

し
た
年
間
保
険
料
額
か
ら
４
月
に
仮
決
定

し
た
介
護
保
険
料
の
額
（
普
通
徴
収
の
人

は
４
～
６
月
分
、
特
別
徴
収
の
人
は
４
・

６
・
８
月
分
）
を
差
し
引
い
た
額
を
残
り

の
納
付
月
に
分
割
し
た
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

•

健
康
福
祉
課
（
高
齢
介
護
）

•

住
民
課
（
国
保
・
後
期
高
齢
）

段階 対象者 保険料率 保険料額（年額）

第１段階
生活保護受給者もしくは、世帯全員が住民税非課税で、
•老齢福祉年金受給者の人もしくは、
•合計所得金額と課税年金収入額の合計が80万円以下の人

基準額×0.45 3 3,6 5 0 円

第２段階 住 民 税
世帯非課税

合計所得金額と課税年金収入額の合計が80万円を超え120万円以下の人 基準額×0.72 5 3,8 4 0 円
第３段階 合計所得金額と課税年金収入額の合計が120万円を超える人 基準額×0.75 5 6,0 9 0 円

第４段階 住 民 税
本人非課税

本人が住民税非課税で合計所得金額と課税年金収入額の合計が80万円以
下の人（住民税課税の人と同世帯） 基準額×0.90 6 7,3 0 0 円

第５段階 本人が住民税非課税で合計所得金額と課税年金収入額の合計が80万円を
超える人（住民税課税の人と同世帯） 基準額 7 4,7 8 0 円

第６段階

住 民 税
本 人 課 税

合計所得金額が120万円未満の人 基準額×1.20 8 9,7 4 0 円
第７段階 合計所得金額が120万円以上190万円未満の人 基準額×1.30 9 7,2 1 0 円
第８段階 合計所得金額が190万円以上290万円未満の人 基準額×1.50 1 1 2,1 7 0 円
第９段階 合計所得金額が290万円以上400万円未満の人 基準額×1.65 1 2 3,3 9 0 円
第10段階 合計所得金額が400万円以上600万円未満の人 基準額×1.80 1 3 4,6 0 0 円
第11段階 合計所得金額が600万円以上800万円未満の人 基準額×1.90 1 4 2,0 8 0 円
第12段階 合計所得金額が800万円以上の人 基準額×2.00 1 4 9,5 6 0 円

平
成
28
年
度
国
民
健
康
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・

介
護
保
険
料
の
本
決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

　

前
年
の
収
入
や
所
得
が
確
定
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
平
成
28
年
度
の
国
民
健
康
保

険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・
介
護
保
険
料
を
決
定
し
ま
し
た
。
７
月
初
旬
に

保
険
料
額
決
定
通
知
書
や
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
め
方
に
は「
特
別
徴
収（
年
金
か
ら
引
き
落
と
し
）」と「
普
通
徴
収（
口

座
振
替
や
納
付
書
）」
が
あ
り
ま
す
。

平成28年度65歳以上の人（第１号被保険者）の介護保険料
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○
被
保
険
者
証
を
郵
送
し
ま
す

　

平
成
28
年
８
月
か
ら
被
保
険
者
証
が
「
薄

緑
色
」
に
変
わ
り
ま
す
。
新
し
い
被
保
険
者

証
は
７
月
初
旬
に
簡
易
書
留
郵
便
で
送
付
し

ま
す
。
有
効
期
限
は
、
平
成
29
年
７
月
31
日

（
月
）ま
で
の
１
年
間
で
、
お
手
元
に
届
い
た

と
き
か
ら
ご
使
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証
（
橙

色
）
の
有
効
期
限
は
今
年
の
７
月
31
日（
日
）

ま
で
で
す
。
そ
れ
以
後
は
使
用
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
住
民
課
へ
返
却
し
て
い
た
だ
く
か
、

ご
自
身
で
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

　

年
度
途
中
で
負
担
割
合
や
住
所
な
ど
に
変

更
が
あ
っ
た
人
で
、
現
在
も
古
い
被
保
険
者

証
を
お
持
ち
の
場
合
は
住
民
課
へ
返
却
し
て

く
だ
さ
い
。

○
医
療
機
関
で
の
自
己
負
担
の
割
合

　

一
部
負
担
金
の
割
合（
１
割
ま
た
は
３
割
）

は
、
毎
年
８
月
１
日
現
在
で
当
該
年
度
（
４

月
か
ら
７
月
ま
で
は
前
年
度
）
の
村
民
税
課

税
標
準
額
で
判
定
し
ま
す
。

　

村
民
税
課
税
標
準
額
が
１
４
５
万
円
以
上

あ
る
被
保
険
者
と
同
一
世
帯
に
属
す
る
被
保

険
者
は
、
す
べ
て
現
役
並
み
所
得
者
（
３
割

負
担
）
と
な
り
ま
す
。

○「
３
割
」
と
判
定
さ
れ
た
人
へ

基
準
収
入
額
適
用
申
請
を

　

一
部
負
担
金
の
割
合
が
「
３
割
」
と
判
定

さ
れ
た
場
合
で
も
、
次
の
要
件
に
該
当
す
る

と
き
は
、
役
場
住
民
課
に
基
準
収
入
額
適
用

申
請
を
し
、
認
め
ら
れ
る
と
申
請
の
翌
月
か

ら
、
一
部
負
担
金
の
割
合
を
「
１
割
」
に
変

更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
同
一
世
帯
の
被
保
険
者
が
１
人
の
場
合

　

�
→
被
保
険
者
本
人
の
収
入
が
３
８
３
万
円

未
満
の
と
き

②�

同
一
世
帯
の
被
保
険
者
が
２
人
以
上
い
る

場
合

　

�

→
被
保
険
者
の
収
入
の
合
計
額
が
５
２
０

万
円
未
満
の
と
き

③�

同
一
世
帯
に
被
保
険
者
が
１
人
で
、
か
つ

70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
人
が
い
る
場
合

　

�

→
被
保
険
者
本
人
の
収
入
額
が
３
８
３
万

円
以
上
で
、
被
保
険
者
本
人
と
70
歳
以
上

75
歳
未
満
の
人
の
収
入
の
合
計
額
が
５
２

０
万
円
未
満
の
と
き

申
請
に
必
要
な
も
の

•

印
鑑

•

被
保
険
者
証

•
�

平
成
27
年
中
の
収
入
額
を
確
認
で
き
る
書

類
（
確
定
申
告
書
の
控
え
な
ど
）

○�

限
度
額
適
用・標
準
負
担
額
適
用
認
定
証

（
減
額
認
定
証
）の
更
新
に
つ
い
て

　

減
額
認
定
証
は
、
医
療
機
関
の
窓
口
で
提

示
す
る
こ
と
で
、
入
通
院
の
医
療
費
や
、
入

院
時
の
食
事
代
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
も
の

で
、
村
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
被
保
険

者
が
交
付
の
対
象
で
す
。

　

現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
減
額
認
定
証
の
有

効
期
限
は
７
月
31
日（
日
）と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

平
成
27
年
度
に
減
額
認
定
証
の
交
付
を
受

け
て
い
る
人
で
、
平
成
28
年
度
も
対
象
と
な

る
人
に
は
、
７
月
下
旬
に
新
し
い
減
額
証
を

郵
送
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
交
付
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
人

も
、
対
象
と
な
り
希
望
さ
れ
る
場
合
は
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

•

印
鑑
・
被
保
険
者
証

•
�

過
去
12
か
月
以
内
の
入
院
が
90
日
を
超
え

て
い
る
人
は
入
院
日
数
の
わ
か
る
書
類

（
領
収
書
な
ど
）

※�
74
歳
未
満
の
人
で
、
村
の
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
場
合
は
、
８
月
１
日（
月
）

以
降
に
住
民
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

•

住
民
課
（
後
期
高
齢
）

•

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

☎
06（
４
７
９
０
）２
０
２
８

　保険料のお支払いは、納期限ごとに自動的に指定の預金口座から振替納付される口座振替が便利で
安心です。口座振替取扱金融機関窓口へ預金通帳、通帳届出印鑑、納入通知書を持参の上、手続きを
してください。（口座振替日は毎月25日です。ただし、指定振替日が取扱金融機関などの休日にあたる
場合は１営業日前です。）

【口座振替取扱金融機関】
三菱東京ＵＦＪ・三井住友・りそな・近畿大阪の各銀行

および大阪南農業協同組合、ゆうちょ銀行・郵便局

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ

保険料の納付は便利な口座振替で
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住
民
生
活

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
交
付

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番
号
カ
ー

ド
）
の
休
日
交
付
を
実
施
し
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
通
知
書
は

届
い
て
い
る
が
、
ま
だ
受
け
取
ら
れ
て
い
な

い
人
、
平
日
都
合
の
悪
い
人
な
ど
、
ぜ
ひ
こ

の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
カ
ー
ド
交
付
時
の
必
要
書
類
】

①
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
通
知
書（
ハ
ガ
キ
）

②
通
知
カ
ー
ド

③
本
人
確
認
書
類　

　

�　

運
転
免
許
証
、
旅
券
、
在
留
カ
ー
ド
な

ど
の
う
ち
１
点
。
こ
れ
ら
を
お
持
ち
で
な

い
場
合
は「
氏
名
・
生
年
月
日
」ま
た
は「
氏

名
・
住
所
」が
記
載
さ
れ
た
書
類
の
う
ち

２
点
。（
例　

健
康
保
険
ま
た
は
介
護
保
険

の
被
保
険
者
証
、
年
金
手
帳
、
社
員
証
、

学
生
証
、預
金
通
帳
、医
療
受
給
者
証
な
ど
）

④�

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
お
持
ち
の
人
の
み
）

　

ま
た
、
当
日
来
庁
さ
れ
る
予
定
の
人
は
必

ず
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　

８
月
28
日（
日
）
午
前
９
時
～
正
午

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

住
民
課
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
担
当
）

個
人
情
報
が
狙
わ
れ
て
い
ま
す
！

　

私
た
ち
の
個
人
情
報
が
知
ら
な
い
間
に
不

正
に
取
得
・
売
買
さ
れ
て
い
る
実
態
が
あ
る

こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　
「
私
に
は
関
係
な
い
」「
実
害
は
な
い
の
で

は
」と
思
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

誰
に
で
も
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
不

正
に
入
手
さ
れ
た
情
報
は
、
結
婚
や
就
職
の

際
の
身
元
調
査
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
に

利
用
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
住
民
票
な
ど
の
不
正
請
求
お
よ
び

不
正
取
得
の
早
期
発
見
や
防
止
を
す
る
た

め
、
代
理
人
や
第
三
者
の
請
求
で
、
住
民
票

や
戸
籍
謄
本
な
ど
を
交
付
し
た
と
き
、
事
前

に
登
録
す
る
こ
と
に
よ
り
、
交
付
事
実
を
本

人
に
通
知
す
る
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

事
前
登
録
で
き
る
人

本
村
に
住
民
登
録
・
本
籍
が
あ
る
人

登
録
に
必
要
な
も
の

窓
口
に
来
る
人
の
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免

許
証
、
旅
券
、
住
基
カ
ー
ド
な
ど
）、
代
理

申
請
の
場
合
は
委
任
状
と
登
録
者
本
人
確
認

書
類

通
知
内
容

　
「
交
付
年
月
日
」「
交
付
し
た
証
明
書
の
種

別
お
よ
び
通
数
」「
交
付
請
求
者
の
種
別
（
代

理
人
か
第
三
者
か
の
別
）」
を
通
知
し
ま
す
。

　

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
戸
籍
）　

　

親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
自
然
学
習
会

　

自
然
と
ふ
れ
あ
う
生
物
観
察
会
に
親
子
で

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

８
月
４
日（
木
）
午
前
10
時
～
正
午

※�

小
雨
決
行
、
雨
天
ま
た
は
河
川
増
水
時
は

中
止

場
所　

石
川
上
流
、
滝
畑

内
容　

水
生
生
物
の
観
察
会

費
用　

無
料

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
弁
当
、
着
替
え
な
ど

交
通　

河
内
長
野
駅
よ
り
臨
時
送
迎

　
　
　

バ
ス
あ
り

受
付　

７
月
22
日（
金
）ま
で

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉　

　

住
民
課
（
環
境
衛
生
）

　

住
民
課
（
環
境
衛
生
）

上
下
水
道

安
心
し
て
水
道
を
使
用
し
て

い
た
だ
く
た
め
に

　

水
道
水
は
塩
素
消
毒
を
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
長
期
間
留
守
に
さ
れ
る
場
合
な
ど
、

ご
家
庭
の
給
水
管
に
水
道
水
が
長
時
間
滞
留

し
、消
毒
効
果
が
薄
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

長
期
間
使
用
さ
れ
な
い
と
き
の
開
栓
直
後
の

水
道
水
は
、
念
の
た
め
バ
ケ
ツ
一
杯
分
く
ら

い
を
飲
み
水
以
外
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
施
設
整
備
課

公共施設のごあんない

千早赤阪村役場� ……☎�0081
小吹台連絡所� ………☎�7600

防災行政無線テレホンガイド�
� ………☎�1388

くすのきホール（教育委員会事務局）
•教育課… ……………☎�1300
村立郷土資料館� ……☎�1588
B&G海洋センター�……☎�7183
学校給食センター�……☎�1112
いきいきサロン
•やまゆり… …………☎�7005
•くすのき… …………☎�1705
保健センター
•健康福祉課… ………☎�0069
•村国保診療所… ……☎�0038
•村社会福祉協議会………☎�0294
金剛山ロープウェイ
•千早駅… ……………☎�0128
村営宿泊施設
•香楠荘… ……………☎�0321
富田林市消防署
千早赤阪分署� ………☎�1755

※�各施設の休館日については
お問い合わせください。
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８
月
か
ら
使
用
区
域
が
拡
大

○ 

拡
大
区
域
は
、
二
河
原
辺
・
桐
山
地
区

の
一
部
で
す
。

（
図
　
二
河
原
辺
・
桐
山
地
区
の
一
部
）

下
水
道
へ
の
接
続
の
お
願
い

　

下
水
道
が
使
え
る
区
域
で
、
汚
水
が
発

生
す
る
家
屋
や
工
場
な
ど
の
所
有
者
は
、

下
水
道
法
で
接
続
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

○
水
洗
化
し
よ
う

３
年
以
内
に
排
水
設
備
工
事
を

　

下
水
道
の
使
用
が
で
き
る
区
域
内
で
く

み
取
り
便
所
を
使
用
さ
れ
て
い
る
人
は
、

法
律
で
３
年
以
内
に
ト
イ
レ
を
水
洗
化

し
、
風
呂
や
台
所
な
ど
か
ら
出
る
雑
排
水

と
と
も
に
下
水
道
に
流
さ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
浄
化
槽
を
使
用
さ
れ
て

い
る
人
は
速
や
か
に
排
水
設
備
工
事
の
実

施
を
お
願
い
し
ま
す
（
雨
水
は
除
く
）。

　

改
造
工
事
を
実
施
さ
れ
る
場
合
は
、
村

排
水
設
備
工
事
指
定
業
者
へ
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

水
洗
便
所
改
造
の
無
利
子
貸
付
制
度
の
活

用
を

　

下
水
道
の
使
用
が
で
き
る
区
域
で
は
、

水
洗
化
の
改
造
工
事
が
行
わ
れ
、
下
水
道

の
使
用
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

く
み
取
り
便
所
を
改
造
し
た
人
か
ら
は
、

悪
臭
な
ど
が
無
く
な
り
、
大
変
快
適
に

な
っ
た
と
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
改
造
工
事
の
と
き
の
、
皆

さ
ん
の
負
担
の
軽
減
と
水
洗
化
の
促
進
を

図
る
た
め
、
無
利
子
貸
付
制
度
を
設
け
て

い
ま
す
の
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

無
利
子
貸
付
制
度
を
利
用
さ
れ
る
人
は
、

連
帯
保
証
人
（
大
阪
府
内
に
居
住
）
が
必

要
で
す
。

　

ま
た
、貸
し
付
け
の
対
象
と
な
る
の
は
、

下
水
道
の
使
用
区
域
に
な
っ
て
か
ら
３
年

以
内
に
改
造
工
事
を
す
る
場
合
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
施
設
整
備
課

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
・
分
担
金
の

第
１
期
納
期
は
７
月
31
日
ま
で

　

８
月
か
ら
下
水
道
を
使
用
（
供
用
）
開
始

す
る
区
域
の
関
係
す
る
人
に
、
下
水
道
事
業

受
益
者
負
担
金
（
５
月
に
申
告
し
て
い
た
だ

い
た
内
容
を
基
に
）
を
決
定
し
ま
し
た
。
そ

の
費
用
は
下
水
道
の
建
設
費
の
一
部
に
使
用

し
ま
す
。

　

納
付
書
は
、
７
月
上
旬
に
賦
課
対
象
と
な

る
土
地
の
所
有
者
ま
た
は
地
上
権
者
に
郵
送

し
ま
す
。

　

支
払
い
は
、「
分
割
」
か
「
一
括
」
の
ど

ち
ら
で
も
可
能
で
す
。

分
割
で
支
払
い
の
場
合

　

３
年
分
割
で
年
２
回
計
６
回
で
納
付
で
き

ま
す
。

一
括
納
付
の
場
合

　

初
年
度
の
第
１
期
納
期
限
（
７
月
31
日

（
日
））
ま
で
に
一
括
納
付
さ
れ
る
と
報
奨
金

（
負
担
金
・
分
担
金
額
の
14
％
相
当
額
）
を

差
し
引
い
た
金
額
で
納
め
れ
ば
よ
い
こ
と
に

な
る
の
で
、
大
変
お
得
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
施
設
整
備
課

区分
８月１日（月）から使用開始する区域

（今回、納付書を郵送する人）

28年 １年目

第１期 7月１日（金）～31日（日）

第２期 12月１日（木）～25日（日）

29年 ２年目

第１期 ７月１日（土）～31日（月）

第２期 12月１日（金）～25日（月）

30年 ３年目

第１期 ７月１日（日）～31日（火）

第２期 12月１日（土）～25日（火）

備考
１年目の第１期納期限に一括納付した場合、
14％の相当額を差し引いた金額になります。

Ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

Ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

Ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

下
水
道

下
水
道

下
水
道

下
水
道平

成
28
年
度
第
１
号
介
護
保
険
料
の
第
４
期
（
７
月
分
）
の
納
期
限
は
、
８
月
１
日（
月
）で
す
。

口
座
振
替
は
、
７
月
25
日（
月
）で
す
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
高
齢
介
護
）

介
護
保
険
料
の
納
付

15



介
護
保
険

要
介
護（
支
援
）認
定
者
の
人
へ

○
負
担
割
合
証
を
送
付
し
ま
す

　

現
在
お
持
ち
の
負
担
割
合
証
の
有
効
期
限

は
７
月
31
日（
日
）ま
で
で
す
。
要
介
護（
要

支
援
）認
定
を
受
け
て
い
る
人
に
は
、
負
担

割
合（
１
割
ま
た
は
２
割
）を
記
載
し
た
新
し

い
負
担
割
合
証
を
７
月
中
旬
ま
で
に
送
付
し

ま
す
の
で
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
に

被
保
険
者
証
と
併
せ
て
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

旧
証
は
８
月
以
後
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の

で
、健
康
福
祉
課
へ
返
却
し
て
い
た
だ
く
か
、

ご
自
身
で
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

○
負
担
限
度
額
認
定
証
の
更
新
に
つ
い
て

　

現
在
お
持
ち
の
負
担
限
度
額
認
定
証
の
有

効
期
間
は
７
月
31
日（
日
）ま
で
で
す
。
現
在

負
担
限
度
額
認
定
を
お
持
ち
の
人
に
は
、
６

月
下
旬
に
更
新
の
案
内
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
認
定
を
希
望
す
る
場
合
は
、
７
月

15
日（
金
）ま
で
に
健
康
福
祉
課
へ
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

○
負
担
限
度
額
認
定
基
準
の
変
更

　

低
所
得
者
の
施
設
利
用
者
に
対
す
る
食
費

と
居
住
費
の
負
担
軽
減
の
認
定
基
準
に
つ
い

て
、
８
月
か
ら
従
来
の
基
準
（
合
計
所
得
金

額
お
よ
び
課
税
年
金
収
入
）
に
加
え
、
非
課

税
年
金
（
遺
族
年
金
・
障
害
年
金
）
収
入
も

含
め
て
判
断
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
８
月
か
ら
食
費
・
居
住
費
に

か
か
る
利
用
者
負
担
額
が
増
加
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

○
基
準
収
入
額
適
用
申
請
を

　

同
一
世
帯
に
課
税
所
得
１
４
５
万
円
以
上

の
65
歳
以
上
の
人
が
い
る
場
合
は
、
月
々
の

自
己
負
担
の
上
限
額
が
４
万
４
４
０
０
円
に

な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
同
一
世
帯
内
に
い
る
65
歳
以
上

の
人
の
収
入
の
合
計
が
５
２
０
万
円
未
満

（
世
帯
内
で
65
歳
以
上
の
人
が
１
人
の
み
の

場
合
は
３
８
３
万
円
未
満
）
の
場
合
は
、
申

請
に
よ
り
月
々
の
自
己
負
担
の
上
限
額
が
３

万
７
千
２
０
０
円
に
な
り
ま
す
。

　

対
象
に
な
る
可
能
性
の
あ
る
人
に
は
、
申

請
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
条
件
に
該
当
す

る
場
合
は
健
康
福
祉
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
高
齢
介
護
）

福　
　
　

祉

低
所
得
の
高
齢
者
向
け
の
給
付
金

　

申
請
受
付
期
限
は
、８
月
２
日（
火
）で
す
。

受
付
場
所

健
康
福
祉
課
（
村
立
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
福
祉
）

～
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち

直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
～

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、
す
べ

て
の
国
民
が
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力

を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る

い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運

動
で
す
。

　

第
66
回
に
あ
た
る
今
年
は
「
更
生
保

護
の
日
」
で
あ
る
７
月
１
日
か
ら
の
１

か
月
間
を
強
調
月
間
と
し
て
、
全
国
的

に
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

村
で
も
保
護
司
会
と
更
生
保
護
女
性

会
を
中
心
に
、
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

の
配
布
、
村
内
各
地
に
ポ
ス
タ
ー
の
掲

示
や
の
ぼ
り
旗
を
立
て
る
な
ど
の
活
動

を
行
い
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

◆
一
般
書

ツ
バ
キ
文
具
店�

（
小
川
糸
）

防
諜
捜
査�

（
今
野
敏
）

葵
の
月�

（
梶
よ
う
子
）

若
様
と
ロ
マ
ン�

（
畠
中
恵
）

マ
チ
ネ
の
終
わ
り
に�

（
平
野
啓
一
郎
）

モ
ッ
プ
の
精
は
旅
に
出
る�（
近
藤
史
恵
）

あ
き
な
い
世
傳
金
と
銀�

（
高
田
郁
）

秋
霜�

（
葉
室
麟
）

欽
ち
ゃ
ん
の
、

　
　

ボ
ク
は
ボ
ケ
な
い
大
学
生
。

�

（
萩
本
欽
一
）

マ
マ
、
も
っ
と
自
信
を
も
っ
て

�

（
中
川
李
枝
子
）

ま
っ
ぷ
る
河
口
湖
・
山
中
湖　

富
士
山，17

る
る
ぶ
安
曇
野
松
本
白
馬，17　
　
　
　

　

◆
児
童
書

妖
怪
バ
ス
旅
行�

（
広
瀬
克
也
）

鳥
の
サ
バ
イ
バ
ル
2�

（
韓
賢
東
）

　
　
　
　
　

◆
課
題
図
書

小
学
校
低
学
年

•

ア
リ
と
く
ら
す
む
し　
　
　
　
　
　

•

ひ
み
つ
の
き
も
ち
ぎ
ん
こ
う　
　
　

•

ボ
タ
ン
ち
ゃ
ん　
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住
民
課
（
環
境
衛
生
）

健　
　
　

康

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を

受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
は
症
状
が
現
れ
に
く
く
、

気
づ
か
な
い
う
ち
に
肝
硬
変
や
肝
臓
が
ん
へ

と
進
行
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、

検
診
を
受
け
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

検
診
実
施
期
間

平
成
29
年
３
月
31
日（
金
）ま
で

場
所　

次
の
委
託
医
療
機
関

•

村
国
保
診
療
所
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

•

村
国
保
千
早
診
療
所

•

や
す
ら
ぎ
会　

植
田
診
療
所

時
間　

各
医
療
機
関
の
診
療
時
間
内

対
象
者　

次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人

①
平
成
28
年
度
中
に
満
40
歳
と
な
る
人

②�

平
成
28
年
度
中
に
満
41
歳
以
上
で
過
去
に

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
に
相
当
す
る
検
診
を

受
け
た
事
が
な
い
人

③�

平
成
28
年
度
に
満
41
歳
以
上
で
、
特
定
健

康
診
査
な
ど
に
お
い
て
肝
機
能
検
査
に
異

常
が
あ
る
人

内
容　

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
は
血
液
検
査
で

次
の
項
目
に
つ
い
て
検
査
し
ま
す
。

①
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

②
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

受
診
料　

無
料

申
込
期
間　

平
成
29
年
３
月
24
日（
金
）ま
で

受
診
方
法

　

申
し
込
み
を
し
た
人
に
は
、
受
診
券
な
ど

を
送
付
し
ま
す
。
そ
の
後
、
委
託
医
療
機
関

で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
平
成
28
年

４
月
１
日
現
在
40
歳
の
人
で
、
４
月
末
に
個

別
郵
送
し
た
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
案
内
・

受
診
券
・
問
診
票
を
お
持
ち
の
人
は
申
し
込

み
は
不
要
で
す
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課　
（
健
康
）　

成
人
歯
科
健
康
診
査
の
お
知
ら
せ

　

歯
の
損
失
は
、
物
が
食
べ
に
く
い
、
会
話

が
不
明
瞭
に
な
る
な
ど
、
健
康
で
明
る
く
豊

か
な
生
活
を
送
る
う
え
で
大
き
な
影
響
が
あ

り
ま
す
。
歯
周
疾
患
は
初
期
に
は
自
覚
症
状

が
乏
し
く
放
置
さ
れ
が
ち
で
す
。
早
い
時
期

に
歯
磨
き
の
状
況
や
口
の
中
の
健
康
状
態
を

確
認
し
、
む
し
歯
や
歯
周
病
の
予
防
を
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

検
診
実
施
期
間

平
成
29
年
３
月
31
日（
金
）ま
で

時
間　

各
医
療
機
関
の
診
療
時
間
内

場
所　

村
指
定
医
療
機
関

　
　
　
（
富
田
林
歯
科
医
師
会
管
内
）

対
象　

平
成
28
年
４
月
１
日
現
在

40
・
50
・
60
・
70
歳
の
人

内
容　

問
診
・
口
腔
内
診
査
・
結
果
説
明

受
診
料　

無
料

受
診
方
法

　

申
し
込
み
を
し
た
人
に
は
、
受
診
券
な
ど

を
送
付
し
ま
す
。
そ
の
後
、
歯
科
医
院
に
電

話
で
予
約
し
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
の
ご
案
内

対
象
者　

４
月
１
日
現
在
、
40
・
45
・
50
・

55
・
60
・
65
・
70
歳
の
女
性

検
診
の
内
容　

超
音
波
に
よ
る
骨
密
度
測

定
・
結
果
説
明

受
診
料　

無
料

検
診
実
施
機
関　

７
月
１
日（
金
）～
９
月
30
日（
金
）

実
施
医
療
機
関　

村
国
保
診
療
所
（
保
健
セ

ン
タ
ー
内
）
月
・
水
・
金
の
診
療
時
間
内

申
し
込
み　

保
健
セ
ン
タ
ー

※�
申
し
込
み
を
し
た
人
に
は
保
健
セ
ン
タ
ー

か
ら
予
約
票
・
問
診
票
な
ど
を
送
り
ま
す
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）

　サマージャンボ宝くじの収益金は、市町村の明るく
住みよいまちづくりに使われます。
　サマージャンボミニ7000万も同時発売！
　発売期間：７月６日（水）～29日（金）
　抽せん日：８月９日（火）
　　　　　　　　　　　　〈問い合わせ〉

（公財）大阪府市町村振興協会　
☎06（6941）7441

サマージャンボ宝くじ発売！！

•

み
ず
た
ま
の
た
び

小
学
校
中
学
年

•
�

コ
ロ
ッ
ケ
先
生
の
情
熱
！
古
紙
リ
サ

イ
ク
ル
授
業　
　
　
　
　
　
　
　
　

•
�

二
日
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

•
�

さ
か
さ
町　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

•
�

木
の
す
き
な
ケ
イ
ト
さ
ん

小
学
校
高
学
年

•
�

大
村
智
も
の
が
た
り　
　
　
　
　
　

•
�

こ
こ
で
土
に
な
る　
　
　
　
　
　
　

•
�

茶
畑
の
ジ
ャ
ヤ　
　
　
　
　
　
　
　

•
�

ワ
ン
ダ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
学
校

•
�

Ａ
Ｂ
Ｃ
！　

曙
第
二
中
学
校
放
送
部

•
�

白
い
イ
ル
カ
の
浜
辺　
　
　
　
　

＊�

課
題
図
書
の
貸
出
期
間
は一週
間
で
す
。
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薬
物
乱
用
は「
ダ
メ
。ゼ
ッ
タ
イ
。」

「
薬
物
乱
用
」
と
は
…

　

医
薬
品
を
そ
の
目
的
か
ら
は
ず
れ
て
使
用

し
た
り
、
医
療
目
的
の
な
い
シ
ン
ナ
ー
、
大

麻
な
ど
の
薬
物
を
不
正
に
使
用
す
る
こ
と
を

い
い
ま
す
。
ま
た
、
た
と
え
１
回
使
用
し
た

だ
け
で
も
乱
用
に
当
た
り
ま
す
。

薬
物
を
乱
用
す
る
と
…

　

シ
ン
ナ
ー
や
覚
せ
い
剤
を
使
い
続
け
て
い

る
と
、
脳
を
は
じ
め
か
ら
だ
の
さ
ま
ざ
ま
な

器
官
に
害
を
及
ぼ
し
、
思
考
力
の
低
下
や
知

覚
の
異
常
、
食
欲
の
減
退
、
歯
が
ぼ
ろ
ぼ
ろ

に
な
っ
た
り
、
内
臓
機
能
や
造
血
機
能
に
障

害
が
現
れ
ま
す
。
特
に
成
長
期
の
青
少
年
に

は
、
背
が
伸
び
な
い
、
筋
肉
が
衰
え
る
な
ど
、

発
育
を
妨
げ
る
大
き
な
原
因
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
シ
ン
ナ
ー
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
覚

せ
い
剤
な
ど
の
薬
物
を
乱
用
す
る
こ
と
は
犯

罪
で
あ
り
、
厳
し
く
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

薬
物
乱
用
を
防
ぐ
に
は
…

　

ど
ん
な
誘
い
に
あ
っ
て
も「
私
は
ゼ
ッ
タ
イ

使
わ
な
い
」と
断
る
勇
気
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

　
「
１
回
だ
け
な
ら
大
丈
夫
、
い
つ
で
も
や

め
ら
れ
る
」と
い
う
甘
い
考
え
は
危
険
で
す
。

た
っ
た
１
回
の
つ
も
り
で
も
シ
ン
ナ
ー
や
覚

せ
い
剤
は
自
分
で
や
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　

薬
物
の
害
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
ま

し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
健
康
）

「
健
や
か
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
倶
楽
部

～
め
ざ
せ
！
10
歳
若
返
り
～
」

参
加
者
募
集

　

健
康
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、
日
常
生

活
の
食
事
や
運
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
教
室
で

す
。
か
ら
だ
の
内
側
か
ら
美
し
く
若
返
り
ま

し
ょ
う
。

実
施
回
数　

１
コ
ー
ス
で
７
回
実
施
し
ま
す
。

詳
細
は
6
月
号
広
報
、
ま
た
は
千
早
赤
阪
村

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

７
月
の
実
施
は
運
動
と
栄
養
の
２
回
で
す
。

申
込
方
法　

基
本
的
に
は
１
コ
ー
ス
（
全
７

回
）
ご
と
に
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

た
だ
し
、
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
１
回
の

み
の
参
加
も
可
能
で
す
。

●
健
康
の
た
め
の
土
台
づ
く
り

「
運
動
の
基
本
を
知
ろ
う
」

運
動
実
技

•

運
動
の
必
要
性

•

セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
の
方
法

日
時　

7
月
12
日（
火
）　　

　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

「
栄
養
の
基
本
を
知
ろ
う
」

栄
養
講
義
（
実
演
・
試
食
）

•

食
事
の
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て

•

減
塩
の
工
夫

①
だ
し
割
り
し
ょ
う
ゆ

②
減
塩
お
ひ
た
し

③
焼
き
魚
の
み
ぞ
れ
か
け

日
時　

7
月
26
日（
火
）

　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

40
歳
～
64
歳
の
人

定
員　

15
人

　
　
　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

費
用　

�

初
回
３
０
０
円
、
２
回
目
以
降
１
５

０
円

※�

テ
ー
マ
や
内
容
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※�

参
加
決
定
者
に
は
詳
し
い
内
容
を
後
日
送

付
し
ま
す
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）

新規墓石工事、墓石建替え工事～墓じまい（お墓の引越し）まかせて安心！

株式会社メモリアルアートの大野屋　南大阪営業所　０１２０－６１－３３８８（通話料無料）
〒 585-0041　大阪府南河内郡千早赤阪村水分 851　℡ 0721-72-1115 ／ Fax　0721-72-1119

『墓じまい』と聞くと今あるお墓を撤去し、更地に戻す。お墓を持たない新しい選択と思っていませんか？？

実は『墓じまい』はお墓の引越しを行う上での流れの一つです。

今あるお墓に納めているご遺骨、お墓を撤去した後は合葬墓や樹木葬へと、

お考えになる方も多いかと思います。『墓じまい』を終え、

新しい埋葬先へご遺骨を納めることを改葬（お墓の引越し）と言います。

『お墓』について、ご一緒に考えませんか？お気軽にお問い合わせ下さい。

広 告

〉
せ
わ
合
い
問
の
載
掲
告
広
〈　

課
務
総
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２人に１人はがんにかかると言われていますが、現代医学では不治の病ではなくなってきています。
まずは検診を受けて、早期発見・早期治療が肝心です。お早目に保健センターに申し込みください。

●検診の種類・対象者・実施方法・受診できる回数

※検診日当日に各検診の対象年齢に達していない人は受診できません。
※上記の「受診できる回数」は集団・個別のいずれかになります（両方受ける事はできません）。
※乳がん・子宮頸がん検診は、昨年度受診していない場合は偶数年生まれでも受診できます。
※各検診の詳しい内容については下記の表をご覧ください。

●申し込み方法（集団・個別のいずれの検診も）
電話または窓口にて、保健センターで申し込みを受け付けします。
集団検診を申し込みされた人には各検診日の約２週間前に予約票など詳しい案内を送付します。
個別検診を申し込みされた人には随時受付票・受診票などの必要書類を送付します。

●集団検診（実施場所：保健センター）※定員になり次第締め切ります。

〈予約・申し込み・問い合わせ〉健康福祉課（保健センター）☎�0069（直通）・☎�0081（代表）

※検診日に介助の必要な人は事前に相談ください。

●個別検診【検診実施期間：いずれも平成29年３月31日（金）まで】

検診の種類 対　象　者 実施方法 受診できる回数集団 個別
胃 が ん 検 診 受診日現在40歳以上の人 ● × 年度に１回
大 腸 が ん 検 診 受診日現在40歳以上の人 ● ● 年度に１回
肺 が ん 検 診 受診日現在40歳以上の人 ● × 年度に１回
乳 が ん 検 診 受診日現在、40歳以上の和暦で奇数年生まれの人 ● ● ２年（年度）に１回
子宮頸がん検診 受診日現在、20歳以上の和暦で奇数年生まれの人 ● ● ２年（年度）に１回

大 腸 が ん
個 別 検 診

実施医療機関 村国保診療所（保健センター内・千早診療所）・植田診療所の３か所
内 　   容 問診・便潜血検査

乳 が ん
個 別 検 診

実施医療機関 富田林病院・いぬいクリニックの２か所
内 　   容 問診 ･視触診 ･マンモグラフィ検査（40歳代は２方向、50歳以上は１方向撮影）

子宮頸がん
個 別 検 診

実施医療機関 富田林病院・あやレディースクリニック・斉藤ウィメンズクリニック
澤井産婦人科・たけい産婦人科・山村医院の６か所

内 　   容 問診・視診・内診・子宮頸部細胞診（子宮体部細胞診は必要者のみ実施可能）

で受けられます

胃 が ん・
大腸がん・
肺 が ん・
結 核
検 診

検 診 日 ７月10日（日）・９月８日（木）・９月16日（金）・11月27日（日）の午前　
当日受付時間 午前８時30分～11時
定 　 　 員 各50人
内 　 　 容 〈胃がん〉問診・Ｘ線間接撮影　　〈大腸がん〉問診・便潜血検査

〈肺がん・結核〉受診票確認・胸部Ｘ線直接撮影（喀痰検査は必要者のみ実施）
※大腸がん検診だけを受診する人で、当日本人が来られない場合は必ず相談ください。

乳がん検診

検 診 日 10月７日（金）・11月９日（水）の午前
当日受付時間 〈40歳代〉午前９時30分　　〈50歳以上〉午前10時・10時30分・11時

※受付時間ごとの時間帯予約制です。
定 　 　 員 〈40歳代〉各７人　　〈50歳以上〉各22人
内 　 　 容 問診 ･視触診 ･マンモグラフィ検査（40歳代は２方向、50歳以上は１方向撮影）
※次の人は村の集団検診は受けられません。主治医に相談の上、医療機関で受診してください。
　・妊娠中または妊娠の可能性のある人　　・授乳中の人
　・心臓ペースメーカーを装着している人　・豊胸術をしている人
　・立ったままの姿勢を保てない人　　　　・腕を上にあげられない人
　・ＶＰシャントを挿入している人　　　　・乳腺の治療中、経過観察中の人

子宮頸がん
検 診

検 診 日 10月７日（金）・11月９日（水）の午後
当日受付時間 午後１時30分～３時
定 　 　 員 各55人
内 　 　 容 問診・視診・内診・子宮頸部細胞診（子宮体部細胞診は実施しません）

乳 が ん・
子宮頸がん
セット検診

検 診 日 10月７日（金）・11月９日（水）の午後

当日受付時間 〈40歳代〉午後０時45分　　〈50歳以上〉午後１時15分・１時45分・２時15分
※受付時間ごとの時間帯予約制です。

定 　 　 員 〈40歳代〉各６人　　〈50歳以上〉各22人
内 　 　 容 集団の「乳がん検診」「子宮頸がん検診」と同じ
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住
民
課
（
環
境
衛
生
）

保　
　
　

険

非
自
発
的
失
業
者
の
国
民
健
康

保
険
料
が
軽
減
さ
れ
ま
す

　

非
自
発
的
失
業
に
よ
り
国
民
健
康
保
険
に

加
入
す
る
人
に
つ
い
て
、
失
業
か
ら
一
定
の

期
間
、
前
年
の
給
与
所
得
を
１
０
０
分
の
30

と
し
て
算
定
し
、
保
険
料
を
軽
減
し
ま
す
。

た
だ
し
、
世
帯
に
属
す
る
そ
の
他
の
被
保
険

者
の
所
得
は
通
常
の
額
を
用
い
ま
す
。

対
象
者

　

平
成
27
年
３
月
31
日
以
降
に
職
を
失
っ
た

65
歳
未
満
の
人
で
「
雇
用
保
険
受
給
資
格
者

証
」
の
、「
離
職
理
由
」
欄
の
「
理
由
コ
ー
ド
」

が
次
の
コ
ー
ド
の
人

特
定
受
給
資
格
者

11
・
12
・
21
・
22
・
31
・
32

特
定
理
由
離
職
者　

23
・
33
・
34

※�

す
で
に
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

人
も
、
対
象
に
な
り
ま
す
。

※�

雇
用
保
険
を
受
給
し
て
い
な
い
人
は
、
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。

軽
減
期
間

　

離
職
の
翌
日
の
属
す
る
月
か
ら
、そ
の
月
の

属
す
る
年
度
の
翌
年
度
末
ま
で
の
期
間
で
す
。

　

届
け
出
の
際
は
「
雇
用
保
険
受
給
資
格
者

証
」、「
印
鑑
」
を
窓
口
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
国
保
）

　

住
民
課
（
環
境
衛
生
）

年　
　
　

金

７
月
は
障
害
基
礎
年
金
現
況
届

の
提
出
月
で
す

　

20
歳
前
の
障
が
い
に
よ
り
障
害
基
礎
年
金

を
受
け
て
い
る
人
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら

送
付
さ
れ
た「
国
民
年
金
受
給
者
現
況
届
」を

７
月
29
日（
金
）ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

期
限
ま
で
に
提
出
さ
れ
な
い
と
き
は
、
年

金
の
支
払
い
が
一
時
差
し
止
め
と
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
障
が
い
の

認
定
期
間
が
定
め
ら
れ
て
い
て
、
今
回
診
断

書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
る
人
は
、
あ
わ
せ

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
国
民
年
金
）

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度

　

保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、
万
一
、

障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発
生

す
る
と
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金

が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年
金
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
保
険
料

の
納
付
が
免
除
・
猶
予
と
な
る
「
保
険
料
免

除
制
度
」
や
「
若
年
者
（
30
歳
未
満
）
納
付

猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
免
除
申
請
な
ど
の
受
付
は

平
成
28
年
７
月
１
日
か
ら
開
始
と
な
り
、
平

成
28
年
７
月
分
か
ら
平
成
29
年
６
月
分
ま
で

の
期
間
を
対
象
と
し
て
所
得
な
ど
の
審
査
が

行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
平
成
26
年
４
月
の
法

律
改
正
に
よ
り
、
申
請
時
点
か
ら
２
年
１
か

月
前
の
月
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
免
除
申

請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の　

年
金
手
帳
・
印
鑑

※�

失
業
に
よ
り
、
離
職
し
た
日
を
確
認
で
き

る
公
的
機
関
の
証
明
書
（
離
職
票
・
雇
用

保
険
受
給
者
資
格
者
証
な
ど
、コ
ピ
ー
可
）

が
あ
れ
ば
退
職
を
考
慮
し
た
審
査
の
特
例

が
あ
り
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

•

住
民
課
（
国
民
年
金
）

•

天
王
寺
年
金
事
務
所

☎
06（
６
７
７
２
）７
５
３
１

　

住
民
課
（
環
境
衛
生
）税

固
定
資
産
税
２
期
分
の
納
税
は

７
月
31
日
ま
で
に

　

税
金
は
期
限
内
に
納
税
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
村
・
府
民
税
１
期
分
、
固
定
資
産

税
１
期
分
お
よ
び
軽
自
動
車
税
の
未
納
が
あ

る
場
合
は
、あ
わ
せ
て
納
税
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課
（
税
務
）

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証

を
送
付
し
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
70
～
74

歳
の
人
に
、
８
月
１
日（
月
）か
ら
の
新
し
い

高
齢
受
給
者
証
を
７
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

８
月
１
日（
月
）か
ら
は
、
新
た
に
負
担
割
合

を
判
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
送
付
さ
れ
た
受

給
者
証
を
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
国
保
）

老
人
医
療（
一
部
負
担
金
相
当
額

等
一
部
助
成
）医
療
証
の
更
新
を

　

現
在
交
付
し
て
い
る
「
老
人
医
療
（
一
部

負
担
金
相
当
額
等
一
部
助
成
）
医
療
証
（
空

色
）」の
有
効
期
限
は
７
月
31
日（
日
）で
す
。

８
月
１
日（
月
）か
ら
は
新
し
い
医
療
証（
黄

色
）
に
か
わ
り
ま
す
。
対
象
者
に
は
、
更
新

手
続
き
に
必
要
な
も
の
を
記
載
し
た
通
知
を

郵
送
し
ま
す
。

　

更
新
手
続
き
は
、
７
月
27
日（
水
）・
28
日

（
木
）の
２
日
間
、
住
民
課
福
祉
医
療
窓
口
で

行
い
ま
す
。
小
吹
台
地
区
の
人
は
、
小
吹
台

連
絡
所
で
手
続
き
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
所
得
制
限
に
よ
り
受
給

資
格
が
な
か
っ
た
人
も
、
所
得
が
減
少
し
た
場

合
、
受
給
資
格
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
福
祉
医
療
）
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寄　
　
　

付

寄
付
（
一
般
）

◎�

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
in
千
早
赤
阪
村
の
収

益
分
と
し
て
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

C.A
.V
.Com

m
unications　

様

　
（
水
分
７
５
４
）

　

１
万
円

　

ご
芳
志
は
、
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
人
事
財
政
課

農　
　
　

林

間
伐
材
搬
出
事
業
補
助
金
制
度
の
ご
案
内

　

放
置
森
林
や
切
捨
間
伐
が
増
大
し
、
土
砂

災
害
や
大
雨
時
の
流
木
な
ど
の
危
険
性
が
高

ま
る
中
、
森
林
が
持
つ
多
面
的
機
能
の
発
揮

や
健
全
な
森
林
の
造
成
お
よ
び
間
伐
の
促
進
、

な
ら
び
に
木
材
の
流
通
促
進
を
図
る
た
め
、

村
内
の
森
林
か
ら
搬
出
さ
れ
た
間
伐
材
を
大

阪
府
森
林
組
合
木
材
総
合
セ
ン
タ
ー
へ
搬
出

す
る
経
費
を
助
成
し
ま
す
。

補
助
金
額

　

国
、
都
道
府
県
お
よ
び
市
町
村
の
補
助
金

の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
場
合
は
１
立
方

メ
ー
ト
ル
当
た
り
最
大
７
千
円
を
乗
じ
た
額
。

詳
細
に
つ
い
て
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
ま
ち
づ
く
り
課

相　
　
　

談

児
童
家
庭
相
談

　
「
し
つ
け
の
仕
方
が
分
か
ら
な
い
」「
子
ど

も
を
叩
い
て
し
ま
う
」
な
ど
子
育
て
に
関
し

て
お
悩
み
の
人
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
家
庭
児

童
相
談
員
ま
で
相
談
く
だ
さ
い
。

※�

不
在
の
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
事
前
に

連
絡
く
だ
さ
い
。

相
談
受
付

毎
週
月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所

村
立
保
健
セ
ン
タ
ー
内

費
用　

無
料

〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
福
祉
）

　

食
塩
の
取
り
過
ぎ
が
高
血
圧
の
発
症
に

深
く
関
わ
っ
て
お
り
、
健
康
を
損
ね
る
原

因
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
は
い
ま
や
常
識

と
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
熱
中
症
予
防
の
た
め
に

は
汗
で
失
っ
た
水
分
と
塩
分
を
両
方
補
っ

た
ほ
う
が
よ
い
、
と
し
て
各
種
の
ス
ポ
ー

ツ
ド
リ
ン
ク
や
経
口
補
水
液
、
塩
入
り
の

あ
め
な
ど
が
市
販
さ
れ
て
い
ま
す
。
で
は

暑
い
夏
に
は
誰
で
も
普
段
よ
り
多
め
に
塩

分
を
取
っ
た
ほ
う
が
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　

結
論
か
ら
い
え
ば
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、

塩
分
は
食
事
で
十
分
ま
か
な
え
て
お
り
、

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
の
塩
分
を
含
む

飲
み
物
は
あ
ま
り
必
要
な
い
の
で
す
。
そ

の
理
由
は
他
の
国
に
比
べ
て
も
と
も
と
日

本
人
の
食
塩
摂
取
量
は
多
く
、
塩
分
の
取

り
過
ぎ
の
ほ
う
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
か

ら
で
す
。
厚
生
労
働
省
の
調
査
で
平
成
26

年
の
日
本
人
一日
あ
た
り
の
食
塩
摂
取
量
は

男
性　

10
・
９
グ
ラ
ム

女
性　

９
・
２
グ
ラ
ム

で
、
高
血
圧
を
予
防
す
る
た
め
の
目
標
で

あ
る
一
日
あ
た
り
６
グ
ラ
ム
に
比
べ
１
日

に
３
～
４
グ
ラ
ム
以
上
取
り
過
ぎ
て
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

個
人
差
も
あ
り
ま
す
が
、
１
時
間
以
内

の
じ
ん
わ
り
と
汗
を
か
く
程
度
の
運
動
で

あ
れ
ば
発
汗
で
失
う
食
塩
は
２
グ
ラ
ム
前

後
な
の
で
、
水
分
の
他
に
あ
え
て
塩
分
ま

で
補
う
必
要
は
な
い
と
い
え
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
で
積
極
的
に

水
分
と
同
時
に
塩
分
の
補
給
を
し
た
ほ
う

が
よ
い
の
は
、
炎
天
下
で
の
ス
ポ
ー
ツ
や

作
業
な
ど
、
大
量
の
汗
を
か
く
状
態
が
長

時
間
続
く
場
合
で
す
。
と
く
に
め
ま
い
や

足
が
つ
る
、
と
い
っ
た
症
状
は
体
内
の
食

塩
が
急
激
に
失
わ
れ
て
い
る
、
い
わ
ば
緊

急
事
態
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
こ
の
場
合

の
塩
分
補
給
に
は
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
に

含
ま
れ
る
食
塩
で
は
足
り
ず
、
よ
り
食
塩

を
多
く
含
む
経
口
補
水
液
の
ほ
う
が
適
し

て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
の
問
題
点
と
し
て

他
に
糖
分
が
多
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
、
水

が
わ
り
に
飲
ん
で
い
た
人
が
糖
尿
病
を
引

き
起
す
こ
と
も
日
常
の
診
療
で
し
ば
し
ば

経
験
さ
れ
ま
す
。
夏
で
あ
っ
て
も
日
常
生

活
で
は
水
分
補
給
は
原
則
、
水
か
お
茶
で

行
い
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
や
経
口
補
水

液
は
食
事
が
取
れ
な
か
っ
た
り
、
下
痢
や

発
汗
が
続
い
た
際
の
と
っ
て
お
き
の
飲
み

も
の
と
考
え
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

夏
の
塩
分
補
給

～
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
を
過
信
し
な
い
～ 千

早
赤
阪
村
国
保
診
療
所

医
師　

大
澤 

佳
代
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住
民
課
（
環
境
衛
生
）

募　
　
　

集

金こ
ご
せ
剛
山
の
里　

棚
田
夢
灯
り
＆
収
穫
祭

２
０
１
６
実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
を
募
集

　

11
月
に
予
定
し
て
い
る
金
剛
山
の
里　

棚

田
夢
灯
り
＆
収
穫
祭
２
０
１
６
の
開
催
に
向

け
て
、
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
や
運
営
を
行
う
実

行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
ま
す
。　

　

応
募
用
紙
・
誓
約
書
・
募
集
要
綱
は
、
ま

ち
づ
く
り
課
の
窓
口
で
配
布
、
ま
た
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

対
象
者　

村
内
在
住
者
ま
た
は
在
勤
者
を
含

む
団
体
や
グ
ル
ー
プ

募
集
期
間　

７
月
７
日（
木
）午
後
５
時
ま
で

応
募
方
法　

応
募
用
紙
・
誓
約
書
を
ま
ち
づ

く
り
課
に
持
参

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

ま
ち
づ
く
り
課

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
参
加
者
募
集（
保
育
つ
き
）

　

夏
休
み
に
大
阪
府
学
校
給
食
会
か
ら
講
師

を
呼
び
、
パ
ン
作
り
教
室
を
実
施
し
ま
す
。

給
食
で
食
べ
て
い
る
パ
ン
を
実
際
に
作
り
な

が
ら
、
パ
ン
に
つ
い
て
学
べ
ま
す
。
ま
た
、

出
来
立
て
熱
々
の
パ
ン
を
村
の
郷
土
食
で
あ

る
「
粉
豆
腐
」
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
料
理
と
共

に
い
た
だ
き
ま
す
。
さ
あ
、
親
子
で
パ
ン
作

り
に
挑
戦
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
時　

８
月
18
日（
木
）
午
前
10
時
～
12
時

　
　
　
（
９
時
30
分
か
ら
受
付
開
始
）

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

村
内
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

内
容　

•
�
給
食
で
食
べ
て
い
る
パ
ン
の
製
造

工
程
を
見
学
、
体
験
す
る

　
　
　

•
�

郷
土
食
の
粉
豆
腐
を
使
っ
た
キ
ー

マ
カ
レ
ー
の
試
食

定
員　

�

20
人
（
先
着
順
、
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
）

費
用　

無
料

受
付　

７
月
29
日（
金
）ま
で

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

※�

参
加
決
定
者
に
は
後
日
詳
し
い
案
内
を
送

付
し
ま
す
。

※�

保
育
を
希
望
す
る
人
は
、
申
し
込
み
の
際

に
お
伝
え
く
だ
さ
い
（
先
着
３
人
ま
で
）。

※
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
共
催

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）

前期（第２回～第４回）「河内國とその時代」午後２時から４時

後期（第５回～第９回）「地域の中の博物館」午後２時から４時

※講座日時や講演タイトルは、講師の都合上変更になる場合があります。
※講座日時に変更があった場合は、受講登録者へ事前に連絡します。
場所　くすのきホール　 定員　50人（先着順）
費用　１回400円　　　　受付　随時　※土曜日・日曜日・祝日を除く、午前９時～午後５時
備考　途中からの参加可能。村外の人も受講できます。

〈申し込み・問い合わせ〉教育課　☎�1300　※くすのきホール窓口でも直接申し込むことができます。

平成28年度村民大学歴史講座、今後の開講予定

回 講座日 タイトル 講　　師

２ ７月13日（水） 古代仏教のパワースポット
―山林修行と金剛山地―

高野山大学助教
櫻木　潤　氏

３ ８月３日（水） 戦国期の真宗教団と寺内町
―南河内地域を中心に―

大阪狭山市教育委員会
吉井　克信　氏

４ ９月14日（水） 『河内鑑名所記』『河内志』
『河内名所図会』が紹介する千早赤阪村

文化財保存全国協議会
全国常任委員
西田　孝司　氏

回 講座日 タイトル 講　　師

５ 10月５日（水） 水平社運動の軌跡
―なぜ御所の地で活動が始まったのか、水平社とはなにか？―

水平社博物館学芸員
佐々木　健太郎　氏

６ 11月９日（水） 観光資源としての博物館 大阪大谷大学名誉教授
中村　浩　氏

７ 12月２日（金） 地域のマーケティング
～博物館と来訪者の視点から～

神戸山手大学教授
森山　正　氏

８ 12月14日（水） ミュージアムを楽しむ
～行ってみたくなるようなミュージアムを紹介します～

阪南大学准教授
和泉　大樹　氏

９ 平成29年
１月18日（水）

地域の中の博物館
～村立郷土資料館30年の歩み～ 村文化財担当職員
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《千早赤阪メモリアルパークでお墓を建てよう！！》

株式会社メモリアルアートの大野屋　南大阪営業所　０１２０－６１－３３８８（通話料無料）
〒 585-0041　大阪府南河内郡千早赤阪村水分 851　℡ 0721-72-1115 ／ Fax　0721-72-1119

『墓じまい』と聞くと今あるお墓を撤去し、更地に戻す。お墓を持たない新しい選択と思っていませんか？？
実は『墓じまい』はお墓の引越しを行う上での流れの一つです。

今あるお墓に納めているご遺骨、お墓を撤去した後は合葬墓や樹木葬へと、
お考えになる方も多いかと思います。『墓じまい』を終え、

新しい埋葬先へご遺骨を納めることを改葬（お墓の引越し）と言います。
『千早赤阪メモリアルパーク』は１聖地 永代使用料 26万円より。

広 告

〉
せ
わ
合
い
問
の
載
掲
告
広
〈　

課
務
総

この機会に『千早赤阪メモリアルパーク』にお墓をお引越ししませんか？

人
権
コ
ラ
ム「
き
ず
な
」
㊳

座
席
の
埋
ま
り
方
あ
れ
こ
れ

恩
知　

忠
司

　
　
（
大
阪
教
育
大
学
）

　

こ
こ
最
近
で
、
人
間
の
心
理
や
行
動
は
興

味
深
い
な
、
と
思
う
場
面
に
い
く
つ
か
出
く

わ
し
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。　

　

先
日
、
あ
る
府
立
高
校
に
研
修
講
師
と
し

て
お
邪
魔
し
た
と
き
の
こ
と
で
す
。
研
修
に

は
か
な
り
広
い
部
屋
が
準
備
さ
れ
て
い
ま
し

た
。理
科
の
実
験
室
の
よ
う
な
机
の
配
置
で
、

先
生
方
が
向
か
い
合
っ
て
座
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
部
屋
の
周
囲
に

は
椅
子
が
た
く
さ
ん
並
べ
て
置
か
れ
て
い
ま

し
た
。（
次
図
参
照
）

　

研
修
開
始
五
分
前
に
な
り
、
先
生
方
が

次
々
と
入
っ
て
こ
ら
れ
ま
す
。
さ
て
、
座
席

は
ど
の
よ
う
に
埋
ま
っ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ

ま
す
か
？

　

少
し
ず
つ
埋
ま
っ
て
い
く
座
席
を
見
な
が

ら
、私
は
正
直
、少
し
残
念
な
気
持
ち
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
机
の
あ
る
中
央
の
座
席
が
た

く
さ
ん
空
い
て
い
る
の
に
、部
屋
の
隅
の「
椅

子
席
」
を
選
ん
で
座
る
先
生
が
少
な
か
ら
ず

お
ら
れ
た
か
ら
で
す
。
心
配
に
な
っ
て
、
同

行
の
同
僚
教
員
と
「
こ
れ
か
ら
の
研
修
、
大

丈
夫
か
な
？
」
と
顔
を
見
合
わ
せ
ま
し
た
。

に
座
っ
て
い
て
も
当
た
る
し
、
目
が
合
う
よ

う
に
で
す
。
少
々
意
地
が
悪
い
で
し
ょ
う
か
？

　

座
席
つ
な
が
り
で
も
う
一
つ
。
今
度
は
電

車
の
座
席
で
す
。
電
車
の
座
席
も
扉
に
近
い

端
か
ら
埋
ま
っ
て
い
く
こ
と
が
多
い
と
思
い

ま
せ
ん
か
？
か
く
い
う
私
も
端
に
座
っ
て
し

ま
う
一
人
で
す
。
七
人
掛
け
の
両
端
（
こ
れ

を
１
の
席
と
７
の
席
と
し
ま
す
）
が
埋
ま
る

と
次
は
少
し
間
隔
を
空
け
て
３
と
５
の
席
が

埋
ま
る
こ
と
が
多
い
で
す
よ
ね
。
で
は
、
次

は
ど
う
で
し
ょ
う
？　

　

私
は
こ
こ
が
運
命
の
分
か
れ
道
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
２
、４
、６
の
ど
こ
か
ら
埋
ま
ろ

う
と
構
わ
な
い
の
で
す
が
、大
切
な
こ
と
は
、

接
近
す
る
隣
の
人
と
必
要
以
上
に
間
隔
を
取

ら
な
い
こ
と
で
す
。
仮
に
４
の
席
が
埋
ま
ろ

う
と
し
た
と
き
、
例
え
ば
、
３
の
席
の
人
が

少
し
で
も
１
の
席
の
方
に
体
を
ず
ら
そ
う
も

の
な
ら
、
そ
こ
で
七
人
掛
け
は
六
人
掛
け
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
七
人
掛
け
を
達
成
す

る
た
め
に
は
、
４
の
席
が
埋
ま
っ
た
と
し
て

も
、
３
の
席
の
人
は
１
の
席
と
の
間
に
２
の

席
を
確
保
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

　

最
近
は
、座
席
に
波
型
が
つ
い
て
い
た
り
、

シ
ー
ト
の
色
が
変
え
て
あ
っ
た
り
、
柱
を
つ

け
た
り
し
て
、
七
人
掛
け
を
担
保
し
よ
う
と

す
る
工
夫
が
見
ら
れ
ま
す
。
ま
あ
、
そ
れ
も

素
晴
ら
し
い
ア
イ
デ
ア
な
の
で
す
が
、
そ
う

な
る
と
、
車
内
が
空
い
て
い
る
と
き
も
ち
ょ

っ
と
せ
せ
こ
ま
し
い
の
で
す
。そ
れ
よ
り
も
、

空
い
て
い
る
と
き
は
多
少
ゆ
っ
た
り
座
っ
て

も
い
い
が
、
い
っ
た
ん
混
み
始
め
た
ら
、
隣

と
の「
間
隔
」に
対
す
る「
感
覚
」を
研
ぎ
澄
ま

す
意
識
を
持
ち
合
わ
せ
る
こ
と
が
美
し
い
と

思
い
ま
す
。
そ
う
や
っ
て
、
皆
で
気
持
ち
よ

く
電
車
で
の
時
間
を
過
ご
し
た
い
で
す
ね
。

　

座
席
に
因
ん
だ
お
話
二
題
。
い
か
が
で
し

た
で
し
ょ
う
か
。

　

し
か
し
、私
た
ち
の
不
安
は
杞
憂
で
し
た
。

「
机
席
」
の
先
生
も
「
椅
子
席
」
の
先
生
も

皆
も
の
す
ご
く
熱
心
に
私
た
ち
の
話
に
耳
を

傾
け
ら
れ
ま
し
た
し
、
予
定
が
終
わ
っ
た
後

も
、
十
人
以
上
の
先
生
方
が
そ
の
場
に
残
っ

て
質
疑
に
参
加
さ
れ
た
の
で
す
。
面
白
い
も

の
で
す
ね
。

　

思
え
ば
、
大
学
の
授
業
で
も
自
由
席
に
す

れ
ば
、
後
ろ
と
端
の
方
か
ら
席
は
埋
ま
っ
て

い
き
、
授
業
が
始
ま
る
と
き
に
は
「
凹
」
の

よ
う
に
な
り
ま
す
。（
こ
れ
は
大
学
教
員
の

会
議
で
も
同
じ
で
す
。）
最
後
列
や
端
っ
こ

の
学
生
が
熱
心
で
な
い
か
と
い
う
と
必
ず
し

も
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
後
列
に
も

端
っ
こ
に
も
し
っ
か
り
考
え
、
し
っ
か
り
議

論
す
る
学
生
が
ち
ゃ
ん
と
い
ま
す
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
会
場
や
劇
場
の
座
席
が
早
い

者
勝
ち
な
ら
、間
違
い
な
く
、前
か
ら
埋
ま
っ

て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
こ
う
い

う
状
況
で
は
何
と
な
く
前
の
方
に
は
座
り
に

く
い
と
い
う
心
理
が
働
く
よ
う
で
す
。
当
て

ら
れ
た
り
、
先
生
と
目
が
合
っ
た
り
す
る
確
率

（
危
険
度
？
）が
高
い
こ
と
を
経
験
的
に
知
っ

て
い
る
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。あ
る
い
は
、

欧
米
が
ど
う
か
は
尋
ね
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
日
本
人
の
奥
ゆ

か
し
さ
、
譲
り
合
い
の
精
神
の
表
れ
で
、
き

わ
め
て
日
本
的
な
光
景
な
の
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
つ
つ
、
私
は
自

分
の
授
業
で
は
、
教
壇
を
離
れ
、
そ
の
凹へ
こ

ん

だ
部
分
に
立
ち
、
そ
こ
を
拠
点
と
し
て
机
間

を
前
に
後
ろ
に
歩
き
回
り
、
時
々
、
学
生
を

当
て
な
が
ら
授
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
ど
こ
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そ
の
他
の

　
お
知
ら
せ

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
お
知
ら
せ

献
血
に
ご
協
力
を
！！

　

医
療
機
関
で
は
、
毎
日
一
定
量
の
新
鮮
な

輸
血
用
血
液
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
患
者

さ
ん
の
生
命
を
守
る
の
は
、
献
血
か
ら
生
ま

れ
る
愛
の
贈
り
物
。
あ
な
た
の
勇
気
が
大
き

な
力
と
な
っ
て
人
の
命
を
救
い
ま
す
。

献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
程　

７
月
20
日（
水
）

◎
村
保
健
セ
ン
タ
ー
前

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

　
（
12
時
30
分
～
13
時
30
分
は
休
憩
）

　

小
吹
台
地
域
会
館
前
か
ら
、
保
健
セ
ン
タ

ー
ま
で
の
送
迎
車
を
配
車
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

寄　
　

付

　

ご
芳
志
は
、
地
域
福
祉
の
向
上
の
た
め
に

有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〈
敬
称
略
〉

社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

楠
公
史
跡
保
存
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

講
演
会

「
千
早
赤
阪
村
の
文
化
遺
産
」

日
時　

７
月
16
日（
土
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所　

村
立
郷
土
資
料
館

定
員　

20
人

費
用　

５
０
０
円
（
入
館
料
含
む
）

講
師　

吉
光　

貴
裕
氏

　
　
　
（
村
文
化
財
担
当
職
員
）

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　
（
一
社
）
千
早
赤
阪
楠
公
史
跡
保
存
会

　

☎
�
１
５
８
８

ふ
れ
あ
い
展
・
コ
ン
サ
ー
ト　

開
催

　

ふ
れ
あ
い
展
・
コ
ン
サ
ー
ト
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
出
展
・
出
演
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
詳
細
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
ふ
れ
あ
い
展

　

日
時　

10
月
29
日（
土
）・
30
日（
日
）

○
コ
ン
サ
ー
ト

　

日
時　

10
月
30
日（
日
）

　

場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

�

ふ
れ
あ
い
展
・
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会

事
務
局
（
教
育
課
）　
☎
�
１
３
０
０

　

◎
浅
野　

利
夫
（
森
屋
９
１
０
）

　

5
万
円

　

亡
母　

阪
田　

ス
ヱ
ノ
氏
の
供
養
と
し
て

◎
長
谷　

猛
（
中
津
原
２
６
１
）

　

5
万
円

　

亡
父　

薫
氏
の
供
養
と
し
て

〈
問
い
合
わ
せ
〉
千
早
赤
阪
村
社
会
福
祉
協

　

議
会　

☎
�
０
２
９
４

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

　

こ
れ
ま
で
培
っ
た
自
分
の
能
力
や
経
験
を

活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
住
民
の

皆
さ
ん
や
会
社
な
ど
か
ら
依
頼
さ
れ
た
仕
事

を
日
々
頑
張
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。�

　

剪
定
・
草
刈
・
荷
物
運
搬
・
施
設
管
理
・

清
掃
・
運
転
な
ど
の
業
務
や
家
事
援
助
な
ど

で
き
る
人
は
、
ぜ
ひ
入
会
し
て
く
だ
さ
い
。

入
会
資
格　

村
内
在
住
の
健
康
で
働
く
意
欲

が
あ
る
60
歳
以
上
の
人

年
会
費　

３
千
円
（
傷
害
保
険
料
含
む
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉
村
保
健
セ
ン
タ
ー
2
階

　
（
千
早
赤
阪
村
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　

�

千
早
赤
阪
村
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事

務
局　

☎
�
０
２
９
４

　

生
き
が
い
づ
く
り
事
業
の
一
環
と
し

て
、
趣
味
を
通
じ
て
楽
し
み
な
が
ら
受

講
で
き
る
「
カ
ラ
オ
ケ
教
室
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

10
月
ま
で
の
間
、
月
２
回
開
催
し
ま

す
の
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

７
月
の
開
催
は
、

開
催
日
時
、
場
所

•

７
月
５
日（
火
）

　

午
後
２
時
か
ら

　

い
き
い
き
サ
ロ
ン
や
ま
ゆ
り

•

７
月
19
日（
火
）

　

午
後
２
時
か
ら

　

い
き
い
き
サ
ロ
ン
く
す
の
き

申
し
込
み
方
法

•
�

当
日
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
管
理
人
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

参
加
費

•
�

１
回
３
０
０
円
（
当
日
受
付
時
に
お

支
払
い
く
だ
さ
い
。）

参
加
資
格

•
60
歳
以
上
の
千
早
赤
阪
村
在
住
者

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

千
早
赤
阪
村
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
�
０
２
９
４

「
カ
ラ
オ
ケ
教
室
」開
催

生
き
が
い
づ
く
り
事
業
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ご
み
・
し
尿
の
処
理
施
設
の

見
学
者
を
募
集

　

南
河
内
環
境
事
業
組
合
で
は
、
ご
み
・
し

尿
処
理
方
法
を
皆
さ
ん
に
理
解
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
同
施
設
の
見
学
者
を
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
同
組
合
で
は
『
環
境
ふ
れ
あ
い
見

学
会
』
と
し
て
、
20
～
25
人
程
度
の
団
体
に

つ
い
て
、バ
ス
送
迎
を
実
施
し
て
い
ま
す（
受

付
は
７
月
29
日（
金
）ま
で
。
申
込
み
多
数
の

場
合
抽
選
）。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
南
河
内
環
境
事
業
組
合

　

☎
㉝
６
５
８
４

　

http://www.m
inam

ikawachi-kankyo.or.jp/

大
阪
府
警
察
官（
巡
査
）採
用
試
験

第
一
次
選
考　

９
月
18
日（
日
）

応
募
資
格　

昭
和
58
年
４
月
２
日
～
平
成
11

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

受
付　

７
月
１
日（
金
）～
８
月
３
日（
水
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

大
阪
府
警
察
官
採
用
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
２
０（
３
７
０
）３
１
４

地域子育て支援センターの催し
　地域子育て支援センターは、村内で子育てをする人たちをさまざまな取り組みで応援する施設です。
専任の保育士が常駐していますので気軽に遊びに来てください。

〈予約・問い合わせ〉地域子育て支援センター ai ♡げんき（げんき保育園内）☎�7868

〈７月の予定〉〈開室日時：月～金曜日（祝日は休み）　午前９時～午後３時〉

日・曜日 時　　間 場　　所 内　　容

１ 金 ★ 午前９時15分～11時20分 すばるホール プラネタリウム
５ 火 午前10時～ 地域子育て支援センター 運動あそび
12 火 午前10時～11時 いきいきサロンやまゆり前広場 ニコニコタイム（雨天中止）

13 水 ★ 午前11時30分～

地域子育て支援センター

お試しランチ
費用　200円
持ち物　使い慣れたスプーン、フォ
ーク、エプロンなど必要なもの

14 木 午前10時30分～11時
どろんこあそび
持ち物　着替え、水筒、タオル、そ
の他

20 水 午前10時30分～11時 英語あそび・発育測定
21 木 午前10時～10時30分 げんき親子体操
26 火 午前10時～11時 いきいきサロンやまゆり前広場 ニコニコタイム（雨天中止）

27 水 午前10時30分～11時 地域子育て支援センター
混色あそび
持ち物　着替え、水筒、タオル、そ
の他

30 土 午後５時30分～８時 石川保育園
（河南町大字一須賀76番地） 夏まつり

今月の一押し　�　夏まつり　�色んなゲームや飲食を催しています。最後には花火もあがります。
のびのびげんきひろば
　自由に遊んだり、自由におしゃべりしたりして、親子で
のびのびしましょう。
日時　毎週月曜日（祝日などの場合は翌日の火曜日）
　　　午前10時～11時30分
場所　保健センター３階集団指導室

げんき広場（自由来園）
　自由に親子で遊びながら、お友達と交流しましょう。
日時　毎週月～金曜日　午前９時～午後３時

園庭開放
　園庭で自由に遊びましょう。
日時　毎週金曜日　午前９時～正午

子育て育児相談
•電話相談（毎週月～金曜日）午前９時～午後３時
•面接相談★

備考　�★マークは、事前に電話予約が必要です。催しで費用の記載のないものは無料です。雨天の場合や講師などの都
合で活動が中止または変更となる場合があります。詳しくは、ホームページや窓口にある『地域子育て支援センター
ai ♡げんきだより』をご覧ください。

25



自
衛
官
募
集〈
パ
イ
ロ
ッ
ト
・

ハ
イ
テ
ク
技
術
に
挑
戦
〉

○
航
空
学
生

•

各
種
航
空
機
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
養
成

•

入
隊
後
約
６
年
で
幹
部
に
任
官

応
募
資
格

　

日
本
国
籍
を
有
す
る
高
卒（
見
込
み
含
む
）

18
歳
以
上
、
21
歳
未
満
の
者

受
付
期
間

７
月
１
日（
金
）～
９
月
８
日（
木
）

試
験
日　

９
月
22
日（
祝
）

○
一
般
曹
候
補
生

•

小
部
隊
指
揮
官
の
養
成

•
�

配
置
に
よ
り
航
空
機
整
備
、
電
計
、
通
信

な
ど
技
術
資
格
取
得
機
会
あ
り

•
�

入
隊
後
２
年
９
か
月
経
過
以
降
選
考
に
よ

り
３
曹
に
任
官

応
募
資
格

　

日
本
国
籍
を
有
す
る
18
歳
以
上
27
歳
未
満

の
者

受
付
期
間

７
月
１
日（
金
）～
９
月
８
日（
木
）

試
験
日　

９
月
16
日（
金
）・
17
日（
土
）の
い

ず
れ
か
１
日

○
自
衛
官
候
補
生

•
�

所
要
の
教
育
を
経
て
、
３
か
月
後
に
２
等

陸
・
海
・
空
士
に
任
用

応
募
資
格　

　

日
本
国
籍
を
有
す
る
18
歳
以
上
27
歳
未
満

の
者

受
付
期
間

•

男
子　

随
時

•

女
子　

　

７
月
１
日（
金
）～
９
月
８
日（
木
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉
自
衛
隊
大
阪
地
方
協
力
本
部

　

富
田
林
地
域
事
務
所

　

☎
㉔
３
７
９
９　
　

㉔
３
９
９
９

大
阪
府
自
転
車
条
例
が
施
行
さ
れ
、

７
月
１
日
か
ら
保
険
加
入
が
義
務
化

さ
れ
ま
す

　

大
阪
府
で
は
近
年
、
自
転
車
に
関
連
す
る

交
通
事
故
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
自
転
車
の

交
通
事
故
防
止
お
よ
び
被
害
者
の
保
護
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
大
阪
府
自
転
車
条

例
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

65
歳
以
上
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
や
自
転

車
の
点
検
整
備
な
ど
の
規
定
は
４
月
１
日
施

行
、
自
転
車
保
険
の
加
入
義
務
化
は
７
月
１

日
施
行
で
す
。

詳
し
く
は
大
阪
府
自
転
車
条
例
に
関
す
る

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.pref.osaka.lg.jp/dorokankyo/

osakajitensha/index.htm
l

〈
問
い
合
わ
せ
〉

•

大
阪
府
自
転
車
条
例　

総
合
窓
口

　

☎
06（
６
９
４
４
）６
７
３
６

•

総
務
課

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で

ブ
ー
ツ
を
購
入
し
ま
し
た
。
届
い
て
か
ら

数
日
後
に
箱
を
開
け
て
み
た
ら
、
イ
メ
ー

ジ
し
て
い
た
の
と
違
う
も
の
が
入
っ
て
い

る
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
で
き
ま
す
か
。

　

通
信
販
売
は
特
定
商
取
引
法
上
の
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
規
程
が
な
い
た
め
、
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
は
で
き
ま
せ
ん
。
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
上
に
表
示
さ
れ
て
い
る〝
返
品
の

可
否
と
返
品
可
能
な
場
合
の
条
件（
返
品

特
約
）〟を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
返

品
で
き
る
場
合
で
も
、
一
般
的
に
返
品
期

限
が
設
け
ら
れ
て
い
る
場
合
が
よ
く
見
ら

れ
ま
す
の
で
、商
品
が
手
元
に
届
い
た
ら
、

す
ぐ
に
中
身
を
確
認
し
、「
注
文
し
た
内

容
と
違
う
商
品
が
届
い
て
い
な
い
か
」「
商

品
が
壊
れ
て
い
な
い
か
」
な
ど
、
よ
く
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

　

特
定
商
取
引
法
で
は
、
通
信
販
売
の
広

告
に
、
消
費
者
の
都
合
で
の
返
品
の
可
否

と
返
品
可
能
な
場
合
の
条
件（
返
品
特
約
）

を
表
示
す
る
こ
と
を
事
業
者
に
義
務
づ
け

て
お
り
、
特
約
の
表
示
が
あ
れ
ば
消
費
者

は
こ
の
特
約
に
従
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
場
合

は
、
返
品
特
約
を
広
告
だ
け
で
な
く
、
申

し
込
み
の
操
作
を
す
る
画
面（
最
終
申
込

画
面
）に
も
分
か
り
や
す
く
表
示
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
商
品
を
返

品
で
き
な
い
場
合
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上

に
分
か
り
や
す
く
表
示
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
申
込
画
面

に
「
返
品
不
可
」
な
ど
の
返
品
特
約
の
表

示
が
な
い
場
合
は
、
商
品
を
受
け
取
っ
た

日
を
含
め
て
８
日
間
以
内
で
あ
れ
ば
、
返

品
の
際
の
送
料
は
消
費
者
負
担
と
な
り
ま

す
が
返
品
は
可
能
で
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
商

品
を
購
入
す
る
際
は
、
あ
ら
か
じ
め
返
品

の
可
否
や
返
品
・
交
換
が
可
能
な
場
合
の

条
件
な
ど
を
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
返
品
可
能
な
場
合
と
し
て
返
品

特
約
に
定
め
ら
れ
た
条
件
に
合
っ
て
い
て

も
、
期
限
を
過
ぎ
た
ら
返
品
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル
に
な
ら
な
い

よ
う
、
商
品
が
手
元
に
届
い
た
ら
、「
注

文
し
た
商
品
と
違
う
も
の
が
届
い
て
い
な

い
か
」「
商
品
が
壊
れ
て
い
な
い
か
」「
注

文
し
た
も
の
と
サ
イ
ズ
や
色
が
違
っ
て
い

な
い
か
」「
数
量
が
異
な
っ
て
い
な
い
か
」

な
ど
、
す
ぐ
に
中
身
を
確
認
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
ま
た
、
注
文
し
た
内
容
や
業

者
か
ら
の
メ
ー
ル
や
確
認
画
面
は
印
刷
・

保
存
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。（（
独
）国
民
生

活
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
抜
粋
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

富
田
林
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

※�

富
田
林
市
・
太
子
町
・
河
南
町
・
千
早

赤
阪
村
の
消
費
者
相
談
は
「
富
田
林
市

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
」
で
行
っ
て
い
ま

す
。

開
所
日
時　

月
～
金
曜
日

午
前
９
時
～
正
午
、午
後
１
時
～
４
時（
祝

日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

場
所　

富
田
林
市
役
所
１
階
７
番
窓
口
奥

☎
㉕
１
０
０
０
（
内
線
１
８
６
）

消
費
生
活
ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
�
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府
内
中
小
企
業
者
の『
設
備
投
資
』を
応
援
し
ま
す

～
大
阪
府
の
設
備
投
資
応
援
融
資
～

①
設
備
投
資
応
援
融
資〔
保
証
協
会
保
証
付
〕

融
資
限
度
額

２
億
円
（
う
ち
無
担
保
８
千
万
円
）

融
資
期
間　

10
年
以
内

金
利　

年
１
・
２
％
以
下
の
固
定

②
金
融
機
関
提
案
型
〔
設
備
投
資
特
別
枠
〕

　

金
融
機
関
か
ら
の
提
案
に
よ
る
設
備
投
資

を
対
象
と
し
た
融
資
で
す
。
金
利
、
そ
の
他

の
要
件
な
ど
は
金
融
機
関
が
決
定
し
ま
す
。

③
設
備
貸
与
制
度

　

小
規
模
企
業
者
な
ど
の
方
が
希
望
す
る
設

備
を
（
公
財
）
大
阪
産
業
振
興
機
構
が
購
入

し
、長
期
か
つ
低
利
で
割
賦
販
売
（
ロ
ー
ン
）

ま
た
は
リ
ー
ス
す
る
制
度
で
す
。

　

詳
し
く
は
、次
の
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

①
②
「
大
阪
府
商
工
労
働
部
中
小
企
業
支
援

室
金
融
課
制
度
融
資
グ
ル
ー
プ
」

http://w
w
w
.pref.osaka.lg.jp/kinyushien/

setubiouen/index.htm
l

③
「（
公
財
）
大
阪
産
業
振
興
機
構
」

http://w
w
w
.m
ydom

e.jp/equipm
ent/

申
し
込
み

①
②
取
扱
金
融
機
関

③（
公
財
）
大
阪
産
業
振
興
機
構

〈
問
い
合
わ
せ
〉
大
阪
府
商
工
労
働
部
中
小

　

企
業
支
援
室
金
融
課
制
度
融
資
グ
ル
ー
プ

　

☎
06（
６
２
１
０
）９
５
０
８

　
　
　

午
前
７
時
よ
り
特
別
開
園

　
　
　

※�

ハ
ス
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
は
午
前
10

時
30
分
～
（
約
30
分
）

　
　
　

※
荒
天
中
止

場
所　

大
阪
府
立
花
の
文
化
園

　
　
　
（
入
園
料
金
が
必
要
で
す
）

子
ど
も
写
生
大
会
開
催

　

花
と
自
然
い
っ
ぱ
い
の
花
の
文
化
園
、
お

絵
か
き
大
好
き
大
集
合
！
参
加
者
に
は
画
用

紙
を
１
人
１
枚
配
布
し
、
画
板
の
貸
し
出
し

や
絵
画
指
導
も
あ
り
ま
す
。

日
時　

７
月
31
日（
日
）、
８
月
７
日（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　
　
　

※
荒
天
中
止

対
象　

幼
児
、
小
学
生
、
中
学
生

受
付　

花
の
文
化
園
入
園
ゲ
ー
ト

〈
問
い
合
わ
せ
〉
大
阪
府
立
花
の
文
化
園

　
（
河
内
長
野
市
高
向
２
２
９
２-

１
）

　

☎
�
８
７
３
９

お
で
か
け
サ
ポ
ー
ト
！

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
in
大
阪
狭
山

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
河
内
長
野
と
市
町
村
が
連

携
し
て
、
求
人
情
報
の
提
供
や
職
業
紹
介
を

実
施
し
ま
す
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
で
は
遠
く
て
行
け
な
い

人
や
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
敷
居
が
高
い
と
思

わ
れ
て
い
る
人
な
ど
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
カ
ー
ド
を
す
で
に

持
っ
て
い
る
人
は
、
カ
ー
ド
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

日
時　

７
月
25
日（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

※�

受
付
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
（
来
場
者
多

数
の
場
合
は
、
受
付
終
了
時
間
を
早
め
る

場
合
が
あ
り
ま
す
）

場
所　

大
阪
狭
山
市
役
所　

第
一
会
議
室

参
加
費　

無
料

主
催　

雇
用
促
進
広
域
連
携
協
議
会
（
富
田

林
市
・
河
内
長
野
市
・
大
阪
狭
山
市
・
河
南

町
・
太
子
町
・
千
早
赤
阪
村
）、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
河
内
長
野

協
力　

南
河
内
地
域
労
働
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

大
阪
府
総
合
労
働
事
務
所

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

大
阪
狭
山
市
市
民
部
農
政
商
工
グ
ル
ー
プ

　

☎
０
７
２（
３
６
６
）０
０
１
１

夏
休
み
の
ク
ー
ル
＆
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

～
滝
畑
ダ
ム
探
検
～

　

盛
夏
で
も
20
度
以
下
で
非
常
に
涼
し
い
滝

畑
ダ
ム
の
堤
防
の
中
に
設
置
し
た
通
常
入
る

こ
と
の
で
き
な
い
監
査
廊
を
探
検
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
歴
史
資
源
で
あ
る
「
磨
崖

仏
」
の
見
学
と
あ
わ
せ
て
、
ダ
ム
の
役
割
を

Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

開
催
日　

７
月
30
日（
木
）31
日（
金
）、８
月

６
日（
土
）７
日（
日
）８
日（
月
）９
日（
火
）、

20
日（
土
）21
日（
日
）24
日（
水
）25
日（
木
）　

計
10
回

各
日
と
も
１
日
１
回

１
日　

25
人
限
定
（
事
前
予
約
制
、先
着
順
）

問
い
合
わ
せ　

検
索
エ
ン
ジ
ン　
『
滝
畑
ダ

ム
探
検
』　

ク
リ
ッ
ク　

受
付　

７
月
７
日（
木
）～（
先
着
順
）

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

大
阪
府
南
河
内
農
と
緑
の
総
合
事
務
所

　

滝
畑
ダ
ム
分
室

　

�

☎
�
３
６
７
２

　
（
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分
）

花
の
文
化
園
か
ら
の
お
知
ら
せ

早
朝
観
蓮
会
開
催

　

早
朝
の
清
々
し
い
空
気
の
中
、
ハ
ス
を
楽

し
も
う
！

日
時　

７
月
16
日（
土
）～
18
日（
祝
）
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就
業
支
援
講
習
会

　

ひ
と
り
親
家
庭（
母
子
・
父
子
・
寡
婦
）な

ど
の
人
を
対
象
に
各
種
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

◎
「
パ
ソ
コ
ン
初
級
」（
25
人
）

申
し
込
み
受
付
期
間　

開
講
２
か
月
前
か
ら

９
月
２
日
（
当
日
消
印
有
効
）

期
間　

10
月
２
日
～
12
月
11
日
（
全
10
回
）

日
曜
日　

※
11
月
13
日
休
み

時
間　

10
時
～
16
時

内
容　

エ
ク
セ
ル
試
験
対
策
と
ワ
ー
ド
の
基

礎
知
識

受
講
料　

無
料　

た
だ
し
、
教
材
費
と
し
て

７
千
円

会
場　

高
槻
市
立
総
合
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

内◎
「
介
護
職
員
初
任
者
」（
20
人
）

申
し
込
み
受
付
期
間　

開
講
２
か
月
前
か
ら

８
月
４
日
（
当
日
消
印
有
効
）

期
間　

９
月
４
日
～
12
月
18
日
（
全
16
回
）

日
曜
日　
（
内
５
回
天
王
寺
実
習
）

時
間　

９
時
～
17
時
（
講
義
に
よ
り
前
後
あ

り
）

受
講
料　

無
料　

た
だ
し
、
教
材
費
と
し
て

１
万
円

会
場　

東
大
阪
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
・

イ
コ
ー
ラ
ム

◎
「
簿
記
３
級
受
講
講
座
」（
30
人
）

申
し
込
み
受
付
期
間　

開
講
２
か
月
前
か
ら

７
月
27
日
（
当
日
消
印
有
効
）

対
象　

大
阪
府
富
田
林
保
健
所
管
内
在
住
者

（
30
人
先
着
順
）

参
加
料　

無
料

締
め
切
り　

７
月
20
日（
水
）��

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉
富
田
林
保
健

　

所
地
域
保
健
課（
精
神
保
健
福
祉
チ
ー
ム
）

　

☎
㉓
２
６
８
４　

ま
た
は

　
　

㉔
７
９
４
０　

に
て
申
し
込
み

黒
文
字
楊
枝
茶
会

　

黒
文
字
楊
枝
の
話
を
聞
き
、
黒
文
字
の
小

枝
を
削
っ
て
楊
枝
を
つ
く
り
、
そ
れ
で
お
菓

子
を
い
た
だ
き
な
が
ら
黒
文
字
茶
を
味
わ
う
、

黒
文
字
づ
く
し
の
ひ
と
と
き
で
す
。

日
時　

７
月
24
日（
日
）

　
　
　

午
後
１
時
～
２
時
30
分

場
所　

南
河
内
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　

ラ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
２
階

　
　
　
（
東
阪
１
２
３
８-

５
）

定
員　

15
人
（
要
申
し
込
み
）

費
用　

５
０
０
円
（
黒
文
字
茶
と
お
菓
子
付

き
）

講
師　

末
延　

秋
恵
（
菊
水
産
業
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

ラ
・
フ
ォ
レ
ス
タ　

☎
�
０
０
９
０

　

http://w
w
w
.sinrin.org/foresta/�

�

期
間　

８
月
27
日
～
11
月
５
日
（
全
10
回
）

土
曜
日　

※
10
月
15
日
休
み

時
間　

10
時
～
16
時

受
講
料　

無
料　

た
だ
し
、
教
材
費
と
し
て

５
千
円

会
場　

リ
ン
ク
ア
カ
デ
ミ
ー
大
栄
梅
田
会
場

◎
調
剤
事
務
管
理
士
講
座
（
23
人
）

申
し
込
み
受
付
期
間　

開
講
２
か
月
前
か
ら

９
月
９
日
（
当
日
消
印
有
効
）

期
間　

10
月
９
日
～
11
月
20
日
（
全
８
回
）

日
曜
日
７
回
と
土
曜
日
１
回

時
間　

10
時
～
16
時

受
講
料　

教
材
費
・
検
定
料
と
し
て
１
万
２

千
円

会
場　

東
大
阪
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
・

イ
コ
ー
ラ
ム

〈
問
い
合
わ
せ
〉
大
阪
府
母
子
家
庭
等
就
業
・

　

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
06（
６
７
６
２
）１
９
９
９
・
９
４
９
８

ひ
き
こ
も
り
学
習
会

日
時　

７
月
26
日（
火
）

　
　
　

午
後
２
時
30
分
～
４
時
30
分

場
所　

大
阪
府
富
田
林
保
健
所
２
階　

講
堂

　
　
　
（
富
田
林
市
寿
町
３-

１-

35
）　　

講
義　

「
ひ
き
こ
も
り
の
背
景
と
関
わ
り
か
た
」

講
師　

栗
木　

紀
子　

氏

（
精
神
科
医　

ぽ
か
ぽ
か
こ
こ
ろ
ク
リ
ニッ
ク
）

☆焼肉・バーベキューでの食中毒にご用心！
　お肉を原因とする食中毒が全国で多く発生
しています。
　生のお肉には食中毒を起こす細菌（O157
やサルモネラ、カンピロバクター等）が付い
ていることがあり、肉の加熱不足や肉の生食、
箸の使い分けの不備などが原因で
起こっています。
　お肉による食中毒を予防する
ため、次の点に注意しましょう。

１．焼く箸（トング）と食べる箸を区別しましょう。
２．お肉は中までしっかり火を通しましょう。
３．生肉をさわった後の手はしっかり洗いましょう。
４．生のお肉と野菜は別々の皿にもりつけましょう。
５．�ユッケや鶏タタキなど十分加熱されていないお肉は、
子どもや高齢者などの抵抗力の弱い方は食べないよう
にしましょう。

〈問い合わせ〉　富田林保健所衛生課（☎0721㉓2682）
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防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習
会

　

消
防
法
の
規
定
に
よ
り
、
一
定
規
模
以
上

の
建
物
に
は
防
火
管
理
者
を
選
任
し
、
防
火

管
理
上
必
要
な
業
務
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

富
田
林
市
消
防
本
部
で
は
、
こ
の
資
格
を

付
与
す
る
た
め
の
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。

日
時　

８
月
25
日（
木
）お
よ
び
26
日（
金
）、

両
日
午
前
９
時
～
午
後
４
時
ご
ろ（
全
２
日
）

と
こ
ろ　

富
田
林
市
消
防
本
部　

定
員　

80
人
（
申
し
込
み
先
着
順
）　

受
講
料　

１
，
４
５
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

�

７
月
19
日（
火
）～
29
日（
金
）（
土
・
日
曜

日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）
ま
で

に
、
富
田
林
市
消
防
本
部
予
防
課
へ

　

☎
㉓
１
１
２
４（
電
話
申
し
込
み
不
可
）

　

行
政
書
士
無
料
相
談

日
時　

７
月
16
日（
土
）
午
後
１
時
～
４
時

場
所　

河
内
長
野
市
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

（
キ
ッ
ク
ス
）
３
階

内
容　

相
続
・
遺
言
、
成
年
後
見
制
度
、
交

通
事
故
、
法
人
設
立
、
契
約
・
内
容
証
明
、

各
種
許
認
可
な
ど
の
相
談

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

大
阪
府
行
政
書
士
会
南
大
阪
支
部　

　

☎
０
７
２
１
�
８
０
１
６

大
阪
府
立
芦
原
高
等
職
業
技
術
専
門
校

28
年
度
秋
期
生
入
校
生
募
集

○
一
般
科
目

•

ビ
ル
設
備
管
理
科

•

ビ
ル
・
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
科

•

建
築
内
装
Ｃ
Ａ
Ｄ
科

募
集
期
間

６
月
20
日（
月
）～
７
月
28
日（
金
）

○
障
が
い
者
科
目

•

ワ
ー
ク
ア
シ
ス
ト
科
【
知
的
障
が
い
】

•

Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
科
【
身
体
障
が
い
】

•

キ
ャ
リ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ
科【
発
達
障
が
い
】

募
集
期
間　

７
月
１
日（
金
）～
８
月
12
日（
金
）

※�

見
学
会
の
日
程
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記
載

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
Ｗ
ｅ
ｂ
で
「
芦

原
校
」で
検
索
か
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
訓
練
支
援
室

　

☎
06（
６
５
６
１
）５
３
８
３

富
田
林
病
院
職
業
体
験

「
と
ん
と
ん
キ
ッ
ズ
探
検
隊
」

日
時　

８
月
20
日（
土
）

•

午
前
（
午
前
９
時
～
午
後
０
時
10
分
）

•

午
後
（
午
後
２
時
～
５
時
10
分
）

※
２
回
開
催

場
所　

富
田
林
病
院

対
象　

初
め
て
参
加
す
る
千
早
赤
阪
村
、
富

田
林
市
、
河
南
町
、
太
子
町
在
住
の
小
学
生

※
小
学
１
・
２
年
生
は
保
護
者
同
伴

内
容　

普
段
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
手
術
室

や
レ
ン
ト
ゲ
ン
室
な
ど
の
裏
側
を
見
な
が
ら

職
業
体
験
が
で
き
ま
す
。

定
員　

各
20
人
（
抽
選
）

費
用　

無
料

持
ち
物　

動
き
や
す
い
服
装
、タ
オ
ル
、飲
み
物

申
込
方
法　

は
が
き
に
①
参
加
時
間
帯
（
午

前
・
午
後
の
い
ず
れ
か
を
明
記
）
②
郵
便
番

号
③
住
所
④
連
絡
先
（
自
宅
・
保
護
者
携
帯
）

⑤
保
護
者
氏
名
⑥
参
加
児
童
名
（
フ
リ
ガ

ナ
）、学
年
を
明
記
し
て
発
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
１
家
族
１
枚
（
家
族
分
の
み
）

※
７
月
６
日（
水
）～
15
日（
金
）消
印
有
効

申
込
先　

〒
５
８
４-

０
０
８
２　

富
田
林

市
向
陽
台
１-

３-
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富
田
林
病
院
総
務
課

「
と
ん
と
ん
キ
ッ
ズ
探
検
隊
」
宛

〈
問
い
合
わ
せ
〉
富
田
林
病
院

　

☎
㉙
１
１
２
１

　

http://w
w
w
.tonbyo.org

★相談や検査に関するプライバシーは守ります
★詳しくは大阪府富田林保健所にお問い合わせください
　☎0721㉓2681　ホームページアドレス：http://www.pref.osaka.jp/tondabayashihoken/index.html

種　　類 実施日 受付時間 備　　　　　考

富
田
林
保
健
所　

☎
㉓
２
６
８
１

こ こ ろ の 健 康 相 談 予約制
9：30～12：15
13：00～17：00

電話でお問い合わせください。

エイズに関する相談
月～金

（祝日を除く）
9：30～12：15
13：00～17：00

予約は不要。
電話相談も可能。

血液検査【エイズ・梅毒】
尿 検 査【クラミジア】

第1･3水曜日
（祝日を除く）

13：30～14：30

予約は不要で、匿名での検査も可能。
エイズ抗体検査は無料ですが、梅毒血清反
応検査、クラミジア抗原検査は手数料が必
要な場合があります。

血 液 検 査
【肝炎ウィルス検査】

予約制
第3水曜日
（祝日を除く）

9：30～10：30 電話で予約必要。

血 液 検 査
【風しん抗体検査】

予約制
第1･3火曜日
（祝日を除く）

10：00～11：00

（対象）•妊娠を希望する女性
•妊娠を希望する女性の配偶者
•妊娠している女性の配偶者  

※ 妊娠を希望する女性が未成年でかつ未婚
の場合は保護者同伴のこと

骨髄移植対策推進事業
骨髄バンクドナー登録

予約制
第１水曜日
（祝日を除く）

11：00～12：15 ※詳しくは電話でお問い合わせください。

飲用水 ･ 井戸水検査 毎週月曜日
（月曜日が祝日の時は火曜日）

9：30～11：30
検査手数料が必要。電話で予約をお願いします。
（予約先：藤井寺保健所 検査課☎072-952-6165）

腸 内 細 菌 検 査
寄 生 虫 卵 検 査

毎週月曜日
（月曜日が祝日の時は火曜日）

9：30～11：30 検査手数料が必要。

医療機関に関する相談
月～金

（祝日を除く）
9：00～12：15
13：00～17：30

例えば、「診療において充分な説明がなく不安」
「○○科のある病院を教えて欲しい」など医療
機関に関する相談を受けています。

富田林保健所からのお知らせ富田林保健所からのお知らせ
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頑張りました！！

　５月８日、15日、村民運動場で春季軟式野球大
会が８チームの参加により行われました。
優　勝　ブルームーン
準優勝　エベッサ�

春季軟式野球大会第33回春季テニス大会
　５月８日、村立テニスコートで春季テニス大会
（男子ダブルス）が６チームの参加により行われ
ました。
優　勝　山内、山内
準優勝　畑、中野
第３位　伊藤、鈴木

早乙女の田植え
　６月５日、下赤阪の棚田で棚田保全活動をしている「棚田結びの会」メンバーの早乙女（さおとめ）10人
による田植えが行われました。
　あいにくのお天気にもかかわらず、大勢のカメラマンに見守られ、かすりの着物に赤たすき、すげがさ姿
の早乙女たちは１本ずつ苗を植えていきました。
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・近況は・・・
　近畿大学で企業・経営について勉強していま
す。
・趣味は・・・
　休日に友達と遊ぶことと映画鑑賞・読書です。
・夢は・・・
　外国で働くことです。
・最近、楽しいと思ったことは・・・
　ゴールデンウィークに友達と吉野川でバーベ
キューをしたことです。
・思い出のアルバムから・・・

　
・千早赤阪村について・・・
　なんといっても自然豊かなところです。
市内に出ることが多くなったので、改めて気づ
かされました。
・次号は・・・
　小・中・高校の同級生の山内　直樹くんです。
・山内くんへメッセージを・・・
　久しぶりに集まりたいですね！　

水分　 仲  野 　 修  平 さん
＜19歳　ふたご座＞

ShuheiNakano

熊本県に義援金を
送りました

　５月６日、清水副村長が熊本県大阪事務所を訪れ、義
援金50万円の目録を手渡しました。
　熊本県は、４月14、16日の地震により甚大な被害を受
けており、被災者への支援と、一日も早い被災地の復旧・
復興を願い、村から熊本県に対し義援金を送りました。

森屋　まつい　えな　ちゃん
（　松　井　恵　菜　）

　　　　　　　　　　　　　　平成18年３月７日生まれ

	 まつい　けいぞう　くん
（　松　井　恵　造　）

　　　　　　　　　　　　　　平成20年６月23日生まれ

	 まつい　かの　ちゃん
（　松　井　華　乃　）

　　　　　　　　　　　　　　平成24年２月16日生まれ
小さく産まれたけど、少しづつ成長しているね。とてもう
れしいです。

　父・和浩さん　母・智美さん

　家族と琵琶湖に行って、ミシガンクルー
ズに乗った時の写真です。

６月号の「わがやのホープ」（地区名）に誤りがありました。
ご迷惑をお掛けしたことをお詫び申し上げます。地区名の訂正　誤）森屋　⇒　正）小吹台お詫びと訂正

296
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ご み 収 集

し 尿 収 集

相 　 　 談

人 の 動 き
村国保診療所の診療時間について

•村国保診療所　水分195－１（保健センター内）☎�0038
　午前診　（月）～（金）午前９時～正午
　午後診　（火・金）　午後４時30分～６時30分
•村国保千早診療所　千早184－１　☎�0240
　午後診　（火・金）　午後２時～４時

名　　　　　　称 連絡先・時間など

休 日 診 療
内科・歯科

休日診療所　☎㉘1333
富田林市向陽台１－３－38
午前９時～11時30分／午後１時～３時30分

小 児 科
富田林病院　☎㉙1121（代表）
富田林市向陽台１－３－36
午前９時～11時30分／午後１時～３時30分

小 児 夜 間 救 急
（当番病院紹介）

富田林市消防署　☎㉓9919
午後８時～翌朝８時（１年中）
土・日・祝・年末年始は午後４時から

救急安心センターおおさか ＃7119または☎06（6582）7119
24時間対応（１年中）

大 阪 府 小 児 救 急 電 話 相 談
（受診するかどうかの判断の参考に）

＃8000または☎06（6765）3650
午後８時～翌朝８時（１年中）

大阪府救急医療情報センター
（各科医療機関の診療状況照会）

☎06（6693）1199
24時間対応（１年中）

「こどもの救急」ホームページ
（受診するかどうかの判断の参考に） http://kodomo－qq.jp/

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
72
０
０
６
９

種　　　類 月　日 受　付 対　　象

健
診

１歳６か月児健康診査
７月13日㈬

午後１時
～１時10分 平成26年10月～12月生

３歳６か月児健康診査 午後１時45分
～１時55分 平成24年10月～12月生

２ 歳 児 歯 科 健 診

７月22日㈮

午後１時
～１時15分 平成26年４月～６月生

歯 科フォロー 健 診

1歳6か月・2歳フォロー
午後１時45分

～２時 １歳６か月・２歳・３歳６
か月児健診で虫歯になり
やすいと判定された幼児3歳6か月フォロー

午後２時15分
～２時30分

４ か 月 児健康診査
７月27日㈬

午後１時
～１時10分 平成28年２・３月生

１ 歳 児 健 康 診 査 午後１時15分
～１時25分 平成27年６・７月生

広
場

のびのびげんきひろば
（ai♡げんきの出張ひろば）

７月４日・11日・
25日・８月１日㈪
７月19日㈫

午前10時
～11時30分 就学前の乳幼児と保護者

あ か ち ゃ ん 広 場
（交流会・遊び・相談） ７月19日㈫ 午前10時

～11時30分
０～１歳頃までの乳幼児
と保護者

相
談

無 料 弁 護 士 相 談・
保健師こころの相談 ７月８日㈮

午後２時～
（要予約、1人30分程度）
（プライバシーは守ります）

借金・家庭・労働問題など
法律相談を希望する人
（同日に身体やこころの相
談も行います）

個別健 康 栄養相談 ７月15日㈮ 午後１時30分～
（要予約）

食事療法が必要な人、健
康のため食生活を改善し
たい人

歯 科 衛 生 士による
個 別 歯 科 相 談 ７月25日㈪

午後２時
～３時30分

（要予約）

歯・歯ぐき・入れ歯に関
する相談を希望する人

保健師による健康相談
（電話・来庁） ７月26日㈫ 午前10時～正午

（来庁の場合要予約）
健康・育児・介護など相
談を希望する人

※個別禁煙相談は希望に応じて随時実施します（要予約）

健康診査＆相談など

休日・夜間の医療機関など

この広報紙は再生紙を使用しています。
古紙配合率100％再生紙
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千
早

赤
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村
大

字
水

分
180番

地
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ー

ム
ペ

ー
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／
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も え る ご み
（火・金曜日）

７月１日（金）・
５日（火）・８日（金）
12日（火）・15日（金）
19日（火）・22日（金）
26日（火）・29日（金）
８月２日（火）

粗 大 ご み
（第１水曜日）

７月６日（水）
８月３日（水）

プラスチック製容器包装
（第２・４木曜日）

７月14日（木）
　　28日（木）

ペ ッ ト ボ ト ル
（第３木曜日） ７月21日（木）

空カン・空ビン
（第４水曜日） ７月27日（水）

各地区ミゼット車 ７月18日（月）予定

森屋、水分、川野邉、二河原邉
桐山、小吹、吉年 ７月28日（木）予定

千早、東阪、中津原 ７月29日（金）予定

心配ごと ７月７日（木）・８月４日（木）

児　　童 ７月７日（木）・８月４日（木）

行　　政 ７月７日（木）・８月４日（木）

人　　権

毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時～午後５時
住民課　☎�0081
（※河南町・太子町役場でも相談可）
河南町住民生活課☎�2500
太子町住民人権グループ☎�5515
いずれも予約不要。電話相談可。

時間　午後１時～３時
場所　保健センター１階（相談室）

総人口　5,554人（－10）
　男　　2,642人（－７）
　女　　2,912人（－３）
世帯数　2,352戸（＋１）

５月末日現在、（�　）�は対前月比

就　　労
毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時～午後５時30分
まちづくり課

ごみは、午前７時までに必ず出しましょう

教　　育
毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時～午後５時30分
教育委員会事務局教育課


